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SAN Analyticsの構成の機能履歴
表 1 : SAN Analyticsの構成の機能履歴

機能情報リリー

ス

機能名

AMCをリセットすることによる分析の中断のないリカバリの
サポートが追加されました。

9.3(1)AMCをリセット

Cisco MDS 9700 48-Port 64-Gbps Fibre Channel Switching Module
がサポートされているハードウェアの一覧に追加されました。

一部のフローメトリックが追加され、一部のフローメトリッ

クが非推奨になりました。詳細については、付録を参照して

ください。

9.2(2)SAN Analytics
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機能情報リリー

ス

機能名

VMIDAnalytics機能は、VMレベルでパフォーマンスの問題を
監視、分析、特定、およびトラブルシューティングするため

に導入されました。

analytics vm-tag veidコマンドが導入されました。

8.5(1)Virtual Machine
Identifier (VMID)
Analytics

NVMeトラフィックの分析は、IOフレームのみをカウントす
るように変更されました。以前は、管理フレームも含まれて

いました。

8.5(1)SAN Analytics

ShowAnalyticsコマンドの --appendfileおよび --outfileオプショ
ンが追加されました。

ShowAnalytics --helpコマンドの出力が変更されました。

8.5(1)ShowAnalyticsオー
バーレイCLIの使用

ShowAnalyticsコマンドとそのオプションのコマンドキーワー
ドと変数を一覧表示するオプションが追加されました。

ShowAnalyticsコマンドにNon-VolatileMemory Express (NVMe)
メトリックのサポートが追加されました。

8.4(2)ShowAnalyticsオー
バーレイCLIの使用

ShowAnalyticsコマンドの --topオプションの --alias引数を追
加しました。

8.4(1a)ShowAnalyticsオー
バーレイCLIの使用

NVMe分析タイプのサポートが追加されました。

新しいNVMeビューインスタンスとフローメトリックが追加
されました。詳細については、フローメトリックを参照して

ください。

次のコマンドが変更されました。

• fc-allおよび fc-nvmeキーワードが [no] analytics type
{fc-all | fc-nvme | fc-scsi}コマンドに追加されました。

• type fc-scsiキーワードが show analytics flow
congestion-drops [vsan number] [module number port number]
コマンドから削除されました。

• ShowAnalyticsコマンドに --errorsonly、
--evaluate-npuload、--minmax、--outstanding-io、--top、
--vsan-thput, --alias、--limit、--key、--module、--progress、
および --refreshオプションを追加しました。

SCSIおよびNVMe分析タイプのスキーマを表示するために、
show analytics schema {fc-nvme | fc-scsi} {view-instance
instance-name | views}コマンドが導入されました。

8.4(1)SAN Analytics
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機能情報リリー

ス

機能名

NVMe分析タイプのサポートが追加されました。

次のクエリ構文は、fc-nvme分析タイプをサポートしています。

select all | column1[, column2, column3, …] from
analytics_type.view_type [ where filter_list1 [ and filter_list2 …]] [
sort column [asc | desc]] [ limit number]

8.4(1)クエリ構文

次のコマンドの出力は変更されました。

• show analytics port-sampling module number

• show analytics system-load

• ShowAnalytics

8.4(1)SAN Analytics

サポートされているハードウェアのリストにCiscoMDS9396T
32 Gbps 96ポートファイバチャネルファブリックスイッチお
よび Cisco MDS 9148T 32 Gbps 48ポートファイバチャネル
ファブリックスイッチを追加しました。

8.4(1)SAN Analytics

昇順または降順でのメトリックおよびメタデータフィールド

のソートのサポートが追加されました。

ascオプションと desc オプションがクエリ構文に追加されま
した。

select all | column1[, column2, column3, …] from
analytics_type.view_type [ where filter_list1 [ and filter_list2 …]] [
sort column [asc | desc] ] [ limit number]

show analytics system-loadコマンドが導入されました。

8.3(2)クエリ構文

次のコマンドが導入されました。

no analytics name query_name

Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)から Cisco MDS NX-OSリ
リース 8.3(1)で変更されたコマンドについては、表 3 :コマン
ドの変更（10ページ）を参照してください。

8.3(1)SAN Analytics

ポートサンプリング機能を使用すると、監視対象モジュール

内のポートのサブセットからデータを収集し、ポートの複数

のサブセットを循環し、定期的なポートサンプリング間隔で

それらのポートからのデータをストリーミングできます。

次のコマンドが導入されました。

• analytics port-sampling module number size number
interval seconds

• show analytics port-sampling module number

8.3(1)ポートサンプリン

グ
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機能情報リリー

ス

機能名

いくつかのフローメトリックが導入されました。詳細につい

ては、「フローメトリック」を参照してください。

8.3(1)SAN Analytics

Cisco MDS 9132T 32-Gbps 32-Port Fibre Channel Switchがサポー
トされているハードウェアの一覧に追加されました。

8.3(1)Cisco MDS 9132T
32-Gbps 32-Port Fibre
Channel Switchの
SAN Analyticsのサ
ポート

Cisco NPVスイッチで SAN Analytics機能を使用する際の注意
事項と制約事項が追加されました。

8.3(1)Cisco N-Port
Virtualizer（Cisco
NPV）スイッチの
SAN Analyticsのサ
ポート

Cisco MDS 9700 48-Port 32-Gbps Fibre Channel Switching Module
がサポートされているハードウェアの一覧に追加されました。

8.2(1)SAN Analytics

SANAnalytics機能を使用すると、CiscoMDS 9000シリーズマ
ルチレイヤスイッチにおけるパフォーマンスの問題を監視、

分析、特定、およびトラブルシューティングできます。

次のコマンドが導入されました。

• analytics type fc-scsi

• analytics query “query_string” type timer timer_val

• clear analytics “query_string”

• feature analytics

• purge analytics “query_string”

• ShowAnalytics

• show analytics {query {“query_string” | id result} | type fc-scsi
flow congestion-drops [ vsan number] [ module number port
number]}

8.2(1)SAN Analytics

SANアナリティクスの概要

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)またはそれ以降のリリースでは、SAN Analytics機能を使用
することをお勧めします。

（注）
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SANアナリティクス機能を使用すると、CiscoMDSスイッチにおけるパフォーマンスの問題を
監視、分析、特定、およびトラブルシューティングできます。サポートされているスイッチの

一覧については、SANアナリティクスのハードウェア要件（5ページ）を参照してくださ
い。

ファイバチャネル SAN環境では、すべてのデバイスのパフォーマンスをプロビジョニングお
よび監視して、それらのデバイスのパフォーマンスの妨げになる問題を解決可能にすることが

重要です。SANアナリティクス機能は、フローを双方向で監視し、モジュールまたは個々のス
イッチ内でネットワークプロセッサユニット（NPU）のフローを関連付けて、完全に分析さ
れたネットワークデータをユーザーに提供します。

次の図は、SANアナリティクス機能の各機能を示しています。

図 1 : SANアナリティクスの概要

SANアナリティクスのハードウェア要件
次の表は、SANアナリティクス機能をサポートする Cisco MDSハードウェアの一覧です。

表 2 :サポートされているハードウェアの一覧

モジュールスイッチ

• Cisco MDS 9700 48-Port 32-Gbps Fibre Channel
Switching Module（DS-X9648-1536K9）

• Cisco MDS 9700 48-Port 64-Gbps Fibre Channel
Switching Module（DS-X9748-3072K9）

Cisco MDS 9700シリーズマルチレイヤ
ディレクタ
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• 96 x 32-Gbps固定ポート

• 32-Gbps Fibre Channel Expansion Module
（M9XT-FC1632）

Cisco MDS 9396T 32-Gbps 96-Port Fibre
Channel Fabric Switch

• 96 x 32-Gbps固定ポートCisco MDS 9148T 32-Gbps 48-Port Fibre
Channel Fabric Switch

• 32 Gbps固定ポート X 16

• 16-Port 32-Gbps Fibre Channel Expansion Module
（M9XT-FC1632）

Cisco MDS 9132T 32-Gbps 32-Port Fibre
Channel Fabric Switch

SAN Analyticsの注意事項と制約事項
•次のような場合、この機能は VSANではサポートされません。

• default zone permitが設定されている場合。

• VSAN間ルーティング（IVR）または Cisco MDS 9000 Input/Output Accelerator（IOA）
機能が有効になっている場合。

•相互運用性モードが有効になってい場合。

•インオーダーデリバリ（IOD）が有効になっている場合。

•この機能には、次の制約事項があります。

•プッシュクエリの最大数は 8です。プッシュクエリの詳細については、SANアナリ
ティクスについて（10ページ）を参照してください。

•個々のメトリックのクリアや消去はサポートされていません。メトリックのクリアお
よび消去の詳細については、SANアナリティクスについて（10ページ）を参照して
ください。

•クエリ構文のwhere条件には、等号（=）演算子のみ使用できます。詳細については、
「クエリ構文（31ページ）」を参照してください。

• Cisco Nexusスイッチおよび Cisco UCSファブリックインターコネクト（SANポートチャ
ネル）に接続されているポートチャネルのメンバーであるポートでは、analytics typeコ
マンドを設定しないことをお勧めします。これにより、欠落した誤ったメトリックが表示

されるのを回避できます。

• Cisco NPVモードで動作しているスイッチの場合、NX-OSによる自動ロードバランシン
グまたはユーザによる手動リバランシングのいずれかによって、サーバログインがある

アップリンクから別のアップリンクに移動すると、show analytics system-loadコマンド出
力にそのスイッチの誤った ITLカウントが表示される場合があります。これは、自動負荷
分散デバイスが別のアップストリームリンク経由で再度ログインする必要がある場合に発
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生します。その場合、新しい FCIDが割り当てられます。古い分析デバイスの FCIDメト
リックは自動的に削除されないため、これらの古いエントリにより、追加の ITLカウント
が発生します。show analytics system-loadコマンドを使用して正しいデータを取得する前
に、最初にpurge analytics「query_string」コマンドを使用してメトリックをパージする必
要があります。

• VMID分析機能を最初に有効にした後、show analytics system-loadコマンド出力に誤った
ITLカウントが表示されます。正しい ITLカウントを取得するには、purge analytics “select
all from fc-scsi.port” コマンドを使用して正しいデータを取得する前に、まず show analytics
system-loadコマンドを使用してメトリックをパージする必要があります。

• Cisco MDS 48ポート 64 Gbpsファイバチャネルスイッチングモジュール
（DS-X9748-3072K9）で、分析エンジンポートセットの ITLレコードの総数が 4000を超
えると、不完全な分析データが報告されることがあります。ポートセット内のフロー数を

減らしてこの問題を回避する方法については、分析エンジンポートセットのマッピング

（18ページ）セクションを参照してください。

この制限を超えると、次の syslogが表示されます。

%ANALYTICS_LC_MGR-SLOT1-4-ANALYTICS_LC_MGR_4K_ITL_LIMIT_HIT: Analytics data may be
incomplete on few ports : Affected ports are fc1/5,fc1/1,fc1/7,fc1/3

•ポートチャネルの一部であるインターフェイスでの分析サポートは、全体的な分析スケー
ルの数値に影響を与える可能性があります。

•クエリ構文の select allオプションは、VMIDメトリックを表示しません。VMIDメトリッ
クを表示するには、クエリ文字列で1つ以上の個別のメトリックを指定し、vmidキーを含
める必要があります。たとえば、show analytics query "select
port,vsan,app_id,vmid,target_id,initiator_id,lun, active_io_read_count,active_io_write_count
from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow"のようになります。

•この機能を DCNM（またはサードパーティ製のデバイスやアプリケーション）とともに
使用する場合は、Network Time Protocol（NTP）を同期させる必要があります。NTPの詳
細については、Cisco MDS 9000シリーズ基本コンフィギュレーションガイド [英語]の
「Configuring NTP」セクションを参照してください。

•この機能は、SDポートと呼ばれる Switched Port Analyzer（SPAN;スイッチドポートアナ
ライザ宛先ポート、および NPポートではサポートされていません。この機能をあるイン
ターフェイスの範囲で有効にする場合は、そのインターフェイスの範囲にSDポートやNP
ポートが存在しないことを確認してください。存在する場合、この機能はいずれのイン

ターフェイスでも有効になりません。

•この機能は、標準ベースのコマンドを含むフレームのみを分析します。CiscoMDSNX-OS
リリース 8.2(x)およびリリース 8.3(x)では、ファイバーチャネルプロトコル（FCP）SCSI
読み取りおよび書き込みコマンドがサポートされています。Cisco MDS NX-OSリリース
8.4(1)以降、ファイバチャネル SCSIとファイバチャネル Non-Volatile Memory Express
（NVMe）の両方の読み取りおよび書き込みコマンドがサポートされます。この機能は、
独自のコマンドを含むフレームを分析しません。これらは通常、ストレージレプリケー

ションテクノロジで使用されます。
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• feature analyticsコマンドが Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)またはリリース 8.3(1)で有
効になっている場合、Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)とリリース 8.3(1)間でのアップグ
レードやダウングレードは、アップグレードやダウングレードの前に no feature analytics
コマンドを使用してこの機能を無効にし、その後 feature analyticsコマンドを使用してこ
の機能を再度、有効にした場合にのみサポートされます。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)以降のリリースからリリース 8.2(1)にダウングレードし
た場合、この機能は、不具合CSCvm19337に記載されている回避策を実行した後にのみ機
能します。

•アップグレード、ダウングレード、スイッチのリロード、またはモジュールのリロード後
は、すべてのフローメトリックが消去されます。

•スイッチがソフトゾーニングモードの場合、この機能はサポートされません。

•ストリーミングサンプル間隔（snsr-grp id sample-interval interval）、ポートサンプリン
グ間隔（analytics port-sampling module number size number interval seconds）、およびプッ
シュクエリ間隔（analytics query “query_string” name query_name type periodic [ interval
seconds] [clear] [differential]）は、同じ値に設定することをお勧めします。また、最初に
プッシュクエリ間隔、次にポートサンプリング間隔、最後にストリーミングサンプル間

隔を変更または設定することをお勧めします。

•ストリーミングサンプル間隔、ポートサンプリング間隔、
およびプッシュクエリ間隔は、最小推奨値の 30秒以上に設
定することをお勧めします。最小値未満の間隔を設定する

と、望ましくないシステム動作が発生する可能性がありま

す。

•モジュールごとのサポートされる Initiator-Target-LUN（ITL）
の最大数については、Cisco MDS NX-OSの設定の制限、リ
リース 8.xの文書を参照してください。

アクティブな ITL数が記載されている制限を超えると、syslog
メッセージが記録されます。制限を長時間超えている場合、

スイッチの安定性に影響が出る可能性があります。show
analytics system-loadコマンドを使用して、ITL数と NPUの
負荷を確認します。詳細については、CiscoMDS 9000ファミ
リおよびNexus 7000シリーズNX-OSシステムメッセージリ
ファレンスガイド [英語]および Cisco MDS NX-OSの設定の
制限、リリース 8.xの文書を参照してください。

注意

•ネットワークプロセッサユニット（NPU）のキャパシティの超過および超過に伴う結果
を回避するためには、ポートサンプリング機能を使用してフローメトリックを分析しま

す。詳細については、ポートサンプリング（16ページ）を参照してください。
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•ビューインスタンスとその関連メトリックを消去後は、数秒待機してから、プルクエリ
を実行することをお勧めします。これは、消去操作が完了するまでは、フローメトリック

の一部のフィールドに無関係な値が含まれていることがあるためです。

• NVMe分析は、Fibre Channel Non-Volatile Memory Express - 1（FC-NVMe-1）および
FC-NVMe-2標準と互換性があります。

•この機能は、ポート単位ですべてのフローメトリックを追跡します。フローの要求と応答
が1台のスイッチの異なる物理ポートにまたがっている場合、一部のフローメトリックが
正確に計算されない可能性があります。この条件は特に、Inter-Switch Link（ISL）ポート
（Eポート）でこの機能が有効になっている場合に発生します。

以下に、要求の応答を異なる ISLポートで確認できるシナリオを示します。

•ユーザーが vsan ID loadbalancing src-dst-idコマンドを使用して、ロードバランシン
グ方式を Source ID（SID）-Destination ID（DID）に変更している場合。

•ユーザーが switchport trunk mode offコマンドを使用して、ISL（Eポート）を非トラ
ンキングモードに設定している場合。

•ポートチャネルの一部である ISL（Eポート）とポートチャネルが no channel mode
activeコマンドを使用してアクティブモードに設定されていない場合。

•この機能は、非トランク ISLまたはポートチャネルでは機能しません。この機能を
Eポートで機能させるには、Eポートのトランクモードをオンにする必要がありま
す。

• ISLは、ポートチャネルの一部になるようにバンドルされていません。つまり、ECMP
ISLおよび ECMPポートチャネルはサポートされません。

• Cisco MDS 9250iマルチサービスファブリックスイッチまたは Cisco MDS 9148S 16-G
マルチレイヤファブリックスイッチ、および CiscoMDS 9700 48-Port 32-Gbps Fibre
Channel SwitchingModule（DS-X9648-1536K9）間にポートチャネルが存在する場合。

•この機能は、FICON対応の Cisco MDS 9000スイッチではサポートされていません。

コマンドの変更
一部のコマンドは、Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)で変更されました。このマニュアルで
は、Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)で導入または変更されたコマンドを表示しています。
Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)で使用されている同等のコマンドについては、表 3 :コマン
ドの変更（10ページ）を参照してください。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)以降のリリースでは、SAN Analytics機能を使用することを
お勧めします。

表 3 :コマンドの変更（10ページ）に、Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)のコマンドに加え
られた変更を示します。

SANアナリティクスの設定
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表 3 :コマンドの変更

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)

analytics query “query_string” name
query_name type periodic [interval seconds]
[clear] [differential]

analytics query “query_string” type timer
timer_val

clear analytics query “query_string”clear analytics “query_string”

purge analytics query “query_string”purge analytics “query_string”

show analytics query {“query_string” [clear]
[differential] | all | name query_name result}

show analytics query {“query_string” | id result}

SANアナリティクスについて
SANアナリティクス機能は、データ分析のために特定のフレームを使用してフローメトリッ
クを収集します。対象には次のコンポーネントが含まれます。

•データ収集：フローデータは NPUから収集され、最終的にスイッチのスーパーバイザに
送信されて保存されます。表示されるデータはデータのリアルタイムビューで、履歴デー

タは表示されません。

•オンボードクエリ：プルクエリ、プッシュクエリ、またはオーバーレイ CLIを使用し
て、データベースに保存されているデータを抽出できます。クエリは、データベースから

特定のフローメトリックを抽出するために使用されます。特定のフレームは、スイッチの

パフォーマンスの問題を監視、分析、およびトラブルシューティングするために使用され

ます。詳細については、「クエリの作成と使用（53ページ）」を参照してください。

以下は、データベースのさまざまなクエリ方法です。

•プルクエリとは、クエリの実行時にデータベースに保存されているフロー情報を抽出
するために使用されるワンタイムクエリです。出力は JSON形式です。プルクエリ
は NX-APIに準拠しています。

オーバーレイ CLI ShowAnalyticsコマンドは、フローメトリックが使いやすい表形式
で表示される定義済みのプルクエリを発行するpythonスクリプトです。これはPython
で記述されているCLIラッパーで、実行に備えてブートフラッシュに保存されていま
す。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)以降は、次のオプションがプルクエリでサポート
されています。

• [クリア（Clear）]：すべての最小、最大、およびピークフローのメトリックをク
リアします。

• [差分（Differential）]：前回のストリーミング間隔と現在のストリーミング間隔
の間に更新された ITLまたは ITNフローメトリックのみの絶対値を返します。

SANアナリティクスの設定
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スイッチのスケール値を向上させるために、差分プッシュクエリを使用すること

をお勧めします。

• [プッシュクエリ（Push query）]：データベースに保存されているフローメトリック
を定期的に抽出し、宛先に送信するためにインストールされている繰り返しクエリ。

出力は JSON形式です。

CiscoMDSNX-OSリリース8.3(1)以降は、次のオプションがプッシュクエリでサポー
トされています。

• [クリア（Clear）]：すべての最小、最大、およびピークフローのメトリックをク
リアします。

• [差分（Differential）]：前回のストリーミング間隔と現在のストリーミング間隔
の間に更新された ITLまたは ITNフローメトリックのみの絶対値を返します。
スイッチのスケール値を向上させるために、差分プッシュクエリを使用すること

をお勧めします。

プッシュクエリでは、次のフローメトリックの抽出モードがサポートされています。

•連続モード：データは、すべての分析対応ポートで継続的に収集されます。

•サンプリングモード：データは、設定されているポートサンプリング間隔ごと
に分析対応ポートのサブセットで収集され、その後、データ収集メカニズムが次

のポートのサブセットを循環します。たとえば、データは、30秒のポートサン
プリング間隔で、24の分析対応ポート内の6ポートのグループで収集されます。
詳細については、ポートサンプリング（16ページ）を参照してください。

フローメトリックの保存に使用されるデータベースは、次の階層に従って編成されます。

•分析タイプ：分析するプロトコルタイプ。 fc-scsi分析タイプは、CiscoMDSNX-OSリリー
ス 8.2(x)および Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(x)でサポートされています。 fc-scsiおよ
び fc-nvme分析タイプは、Cisco MDS NX-OSリリース 8.4(1)からサポートされています。

•ビュー：ビューは、ポート、VSAN、イニシエータ、ターゲット、LUN、およびネームス
ペース IDパラメータの有効な組み合わせによって定義された、データベース内のフロー
メトリックの選択です。

•ビュータイプ：ビューは、フローを構成するコンポーネント（ポートビュー、initiator_IT
ビュー、target_ITLビューなど）に基づいて定義されます。クエリ構文は、あるビュータ
イプでクエリを実行するために使用されます。構文は、1つのビュータイプで 1つのクエ
リのみサポートします。サポートされているビュータイプの一覧については、サポートさ

れているビュータイプの一覧（33ページ）を参照してください。

•ビューインスタンス：特定のビュータイプのインスタンスを指定します。ビューインス
タンスには独自のフローメトリックがあります。たとえば、ポートビュータイプの場合、

fc1/1が 1つのインスタンスで、fc1/2が別のインスタンスのようになります。

SANアナリティクスの設定
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•フローメトリック：分析に使用されるフローメトリックを指定します。CiscoMDSNX-OS
8.5(1)以降、NVMeトラフィックメトリックには、NVMeフレームの[カテゴリ（Category）]
フィールドによって分類された IOフレームのみが含まれます。このリリースより前は、
IOフレームと管理フレームの両方が含まれていました。サポートされているフローメト
リックのリストについては、付録のフローメトリックセクションのビュープロファイル

を参照してください。

次の図は、サンプルデータベースのさまざまなコンポーネントを示しています。

図 2 :サンプルデータベース

クエリ構文の設定例については、例：クエリ構文の設定（49ページ）を参照してください。

次に、フローデータの収集ワークフローを示します。

1. 機能の有効化：フローメトリックを分析する必要があるスイッチの SANアナリティクス
機能を有効にします。
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2. インターフェイスの有効化：インターフェイスでのフローメトリックの収集を有効にしま
す。ホストインターフェイスのSAN分析機能を有効にすることをお勧めします（展開モー
ド（19ページ）の図を参照）。

3. クエリの実行とインストール：データベースからフローメトリックを取得するために、次
のクエリが使用されます。

•プルクエリ：スイッチの問題を直接トラブルシューティングするために、ほぼリアル
タイムのフローメトリックを提供します。プルクエリからのデータは、クエリに応

答したときにデータベースから抽出されます。プルクエリは、CLIまたは NX-APIを
使用して実行できます。Cisco DCNMは NX-APIを使用して、可視化用のデータを収
集できます。

オーバーレイCLI：フローメトリックが使いやすい表形式で表示される定義済みのプ
ルクエリ。スイッチの問題を直接トラブルシューティングするために、ほぼリアルタ

イムのフローメトリックを提供します。

次の図は、プルクエリの機能を示しています。

図 3 :プルクエリ

•プッシュクエリ：フローメトリックを定期的に提供します。時間間隔は秒単位で指
定できます。指定された時間間隔を過ぎると、ユーザーに関する特定のフローメト

リックが更新されて、データベースからプッシュされます。複数のクエリがインス

トールされている場合、各プッシュクエリがお互いに無関係にフローメトリックを

プッシュします。これは想定されている動作です。

•プルクエリ、プッシュクエリ、およびオーバーレイCLIは、
SANアナリティクス機能が有効になっているインターフェイ
スでのみ適用されます。

•プッシュクエリタイマーはNPUからフローメトリックを取
得し、指定されたプッシュクエリ間隔でスーパーバイザ上の

データベースに保存します。

（注）

次の図は、一定のメトリックだけが特定の間隔で更新されるように設定されている

プッシュクエリの機能を示しています。
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図 4 :プッシュクエリ

4. メトリックのクリアとリセット：次の機能を使用すると、データベース内の収集したフ
ローメトリックをクリアまたはリセットできます。

• [パージ（Purge）]：指定されたビューインスタンス、およびそのビューインスタン
スと関連付けられているすべてのメトリックを削除します。ビューインスタンスは新

しい IOですぐに再構築され、すべてのビューメトリックはゼロからカウントを開始
します。このオプションを使用して、イニシエーターまたはターゲットがアクティブ

でないか存在しなくなった場合など、古いメトリックをビューからフラッシュしま

す。

次の図は、消去メトリッククエリの機能を示しています。

図 5 :消去メトリッククエリ

•クリア—タイプキーのフローメトリックを除き、指定されたクエリ文字列に一致す
るすべてのメトリックをゼロにリセットします。データベースをクリアした後で、

データベースは指定されたクエリのフローメトリックの収集を続けます。

clear analytics queryコマンドは、プッシュクエリで使用されてい
る clearオプションとは異なります。clear analytics queryコマン
ドは、クエリ構文を満たすすべてのメトリックをリセットしま

す。プッシュクエリで使用される clearオプションは、最小、最
大、およびピークフローメトリックをリセットします。

（注）

次の図は、クリアメトリッククエリの機能を示しています。
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図 6 :クリアメトリッククエリ

VMID Analytics

VMIDAnalytics機能は現在、実稼働環境以外でのみ使用するためのベータステータスです。こ
の機能を有効にする前に、アカウントチームまたは Cisco MDSマーケティングチームに連絡
して、ユースケースを理解してください。このベータステータスと制限は、今後のリリース

で通常の製品ステータスに変更されます。

（注）

SAN Analytics機能は、デバイス (FCIDごと)レベルでファイバチャネルトラフィック情報を
提供します。ただし、エンドデバイスは複数の仮想エンティティ (仮想マシン [VM])をホスト
でき、各VMはファイバチャネルファブリックにさまざまな負荷を与える可能性があります。
したがって、各 VMのファイバチャネルパフォーマンスを監視することが重要になります。
VMID分析機能を使用すると、VMレベルでファイバーチャネルのパフォーマンスの問題を監
視、分析、識別、およびトラブルシューティングできます。

特定のデバイス内の個々の VMは、SCSIおよび NVMe IO交換に同じ FCIDを使用します。
NX-OS Virtual Machine Identifier（VMID）サーバー機能により、FCIDごとのデバイスレベル
から個々の VMレベルまでのトラフィックソースを解決できます。この機能の詳細について
は、『CiscoMDS 9000 Series Fabric Configuration Guide, Release 8.x』の「Managing FLOGI, Name
Server, FDMI, and RSCN Databases」の章の「VMID」セクションを参照してください。

VMIDサーバー機能を有効にした後、VMID Analytics機能を有効にして、イニシエータのパ
フォーマンスメトリックを解決できます。有効にすると、イニシエーターレベルのメトリッ

クを報告するために使用された分析ビューは、VMIDレベルのメトリックも報告します。
scsi-initiator-idまたは nvme-initiator-idキーを含むビュータイプのみが監視されます。これらの
ビュータイプでは、追加の vmidキーがサポートされています。VMID固有の分析を収集する
には、クエリ構文でイニシエーター IDとともに「選択されたフィールド」リストの一部とし
て vmidキーを指定する必要があります。「選択されたフィールド」リストで VMIDが指定さ
れておらず、イニシエータ IDのみが指定されている場合、集約されたメトリックがイニシエー
タに対して収集されます。

VMIDサーバー機能を無効にすると、接続されたデバイスは VMID情報をファイバチャネル
フレームに挿入しなくなります。また、VMIDAnalytics機能が無効になっている場合、フレー
ムはVMIDではなくソース FCIDに対してカウントされます。ただし、Analyticsデータベース
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は、以前に収集されたVMIDごとのメトリックを引き続き保持します。データベースをリセッ
トするには、メトリックを消去するか、無停止モジュールアップグレードを実行する必要があ

ります。メトリックをパージしない場合、差分オプションを使用した場合と使用しない場合の

プルまたはプッシュクエリの出力は次のようになります。

• VMID Analtics機能を無効にした後にプルまたはプッシュクエリで差分オプションを使用
すると、最初のプルまたはプッシュクエリにのみ、古い VMIDごとのメトリックが含ま
れます。

• VMIDAnalytics機能を無効にした後にプルまたはプッシュクエリで差分オプションを使用
しない場合、すべてのプルまたはプッシュクエリは古いVMIDごとのメトリックをフェッ
チします。

VMID Analytics機能は、Cisco MDS NX-OSリリース 8.5(1)で導入されました。

ポートサンプリング

Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)で導入されたポートサンプリング機能を使用すると、監視
対象モジュール内のポートのサブセットからデータを収集し、ポートのさまざまｎサブセット
を循環し、定期的なポートサンプリング間隔でそれらのポートからのデータをストリーミング

できます。

この機能は、NPUの負荷が高く、モジュール上の監視対象ポートの数を削減できまない場合に
便利です。そのような状況では、指定されたポートサンプリング間隔で監視対象ポートのサブ

セットをサンプリングすることでNPUの負荷を削減できます。show analytics system-loadコマ
ンドを使用して、NPUの負荷を確認します。

CiscoMDSNX-OSリリース 8.3(2)では、NPUの負荷が高い場合、ITL数がモジュールの制限を
超えている場合、ITL数がシステムの制限を超えている場合、NPUから分析データに関する応
答がない場合にアラートを表示するシステムメッセージが導入されています。詳細について

は、Cisco MDS 9000ファミリおよび Nexus 7000シリーズ NX-OSシステムメッセージリファ
レンスの文書を参照してください。

サンプリングされていない監視対象ポートで発生する I/Oおよびエラーは表示されず、分析
データには含まれません。

この機能で使用されているポートサンプリング間隔は、ストリーミングサンプル間隔とは無

関係です。ストリーミングサンプル間隔、ポートサンプリング間隔、およびプッシュクエリ

間隔は、最小推奨値の 30秒以上に設定することをお勧めします。

モジュールでこの機能が有効になっていて、後にそのモジュールの新しいポートでSANAnalytics
機能が有効になった場合、新しいポートのポートサンプリングデータは次のポートサンプリ

ング間隔後に初めてストリーミングされます。

（注）

ポートサンプリングのシナリオ
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48ポートで構成されているモジュールを、2つの 24ポートのサブセットにグループ化すると
します。それらのポートのサブセットに設定されているポートサンプリング間隔および設定さ

れているストリーミングサンプル間隔に応じて、フローメトリックは異なる間隔でキャプチャ

されます（次の例を参照）。

図 7 :ポートサンプリンググループ

•ポートサンプリング間隔とストリーミングサンプル間隔が同時に開始される場合：

図 8 :同時刻に始まるポートサンプリング間隔とストリーミングサンプル間隔

•ポートサンプリング間隔とストリーミングサンプル間隔の開始時刻が異なる場合：

SANアナリティクスの設定
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図 9 :異なる時刻に始まるポートサンプリング間隔とストリーミングサンプル間隔

分析エンジンポートセットのマッピング

64 Gbps対応ポート以降、モジュール上の分析データは、ポート ASICによってポートのセッ
トとして管理されます。各ポートセットからのデータは、専用のメモリブロックに保存され

ます。分析データの損失を回避するには、各ポートセットを介して監視される ITLフローの
総数が、関連するブロックの容量を超えないようにする必要があります。

監視間隔ごとの最大 ITLフローデバイス

ポートセットあたり 4000フローDS-X9748-3072K9

ポートセットごとの ITLフローの数が関連するブロックの容量を超える場合は、ポートセッ
トの1つ以上のポートで分析を無効にするか、トラフィックを別のポートセットの物理ポート
に移動することによって削減できます。

表 4 :分析エンジンポートセットのマッピング（19ページ）はポートを分析エンジンのポー
トセットに分割します。
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表 4 :分析エンジンポートセットのマッピング

前面パネルポート番号分析エンジンポート

セット

デバイス

9、11、13、151DS-X9748-3072K9

25、27、29、312

10、12、14、163

26、28、30、324

1、3、5、75

33、35、37、396

2、4、6、87

34、36、38、408

17、19、21、239

41、43、45、4710

18、20、22、2411

42、44、46、4812

展開モード

SANアナリティクス機能をサポートしているスイッチが SANファブリックで展開されている
場所に応じて、次の展開モードが考えられます。

ホストエッジ展開モード

SANアナリティクス機能は、すべての Cisco MDSコアスイッチ、およびホストに接続されて
いるインターフェイスで有効になっています。
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図 10 :ホストエッジ展開モード

ストレージエッジ展開モード

SANアナリティクス機能は、すべての Cisco MDSコアスイッチ、およびストレージアレイに
接続されているインターフェイスで有効になっています。
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図 11 :ストレージエッジ展開モード

ISL展開モード

SANアナリティクス機能は、すべての Cisco MDSコアスイッチ、および ISLのいずれかのサ
イドにあるインターフェイスで有効になっています。
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図 12 : ISL展開モード

次の図は、サポート対象モジュールとサポート対象外モジュール（16 Gbpsファイバチャネ
ル、Cisco MDS 9700 40-Gbps 24-Port FCoE Module（DS-X9824-960K9）、Cisco MDS 24/10-Port
SANExtensionModule（DS-X9334-K9）など）がSANで使用されている場合のSANアナリティ
クス機能の各機能を示してします。

図 13 :サポート対象モジュールとサポート対象外モジュールが使用されている場合の SANア
ナリティクス機能の各機能の番号 1と 2は、それぞれイニシエータからターゲットに向かう 2
つの異なるフローを表しています。

（注）
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図 13 :サポート対象モジュールとサポート対象外モジュールが使用されている場合の SANアナリティクス機能の各機
能
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•前述の ISLモードのシナリオでは、要求の応答はポートチャネルの異なるメンバーで確認
できます。

• ISLでサポート対象モジュールとサポート対象外モジュールが使用されている場合、その
ISLで分析された分析データは正確ではない可能性があります。そのため、サポート対象
モジュールとサポート対象外モジュールが使用されている ISLではデータを分析しないこ
とをお勧めします。

（注）
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SANアナリティクスの設定
インターフェイスからのフローメトリックの収集を有効にするには、スイッチとそのインター

フェイスの両方で SANアナリティクス機能を有効にします。

SANアナリティクスの設定
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• SANアナリティクス機能を使用するには、install licenseコマンドを使用して適切なライセ
ンスパッケージをインストールする必要があります。詳細については、Cisco MDS 9000
シリーズライセンスガイド [英語]を参照してください。

• Cisco DCNM SAN Insightsを使用している場合は、Cisco DCNM SAN Insightsで SANアナ
リティクス機能を設定できます。スイッチでこの機能を設定する必要はありません。詳細

については、CiscoDCNMSAN管理コンフィギュレーションガイド [英語]の「Configuring
SAN Insights」セクションを参照してください。

（注）

SANアナリティクスの有効化

• SANアナリティクス機能は、デフォルトでは無効になっています。

•アクティブな ITL数が記載されている制限を超えると、Syslogメッセージが記録されま
す。

（注）

スイッチの SANアナリティクス機能を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 スイッチの SANアナリティクス機能を有効にします。

switch(config)# feature analytics

SANアナリティクスの無効化
スイッチの SANアナリティクス機能を無効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 スイッチの SANアナリティクス機能を無効にします。

SANアナリティクスの設定
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switch(config)# no feature analytics

インターフェイスでの SAN Analyticsの有効化
インターフェイスの SAN Analytics機能を有効にするには、次の手順を実行します。

始める前に

SAN Analytics機能は、デフォルトではすべてのインターフェイスで無効になっています。（注）

•スイッチの SAN Analytics機能を有効にします。SANアナリティクスの有効化（26ペー
ジ）の項を参照してください。

•ポートチャネルで、すべてのインターフェイスで SAN Analytics機能を有効にします。

手順

ステップ 1 グローバル構成モードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 ファイバチャネルインターフェイスまたはインターフェイスの範囲を選択し、インターフェ
イス構成サブモードを開始します。

switch(config)# interface fc slot number/port number

interface fc slot number/port number - port number、fc slot number/port number - port
numberコマンドを使用して、インターフェイスの範囲を指定することもできます。
ダッシュ（-）とカンマ（,）の前後にはスペースが必要です。

（注）

ステップ 3 選択されたインターフェイスの SAN SAN Analytics機能を有効にします。

switch(config-if)# analytics type {fc-all | fc-nvme | fc-scsi}

Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)および Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)では、
fc-scsi分析タイプのみサポートされています。CiscoMDS NX-OSリリース 8.4(1)以
降、fc-scsi、fc-nvme、および fc-all分析タイプがサポートされます。

（注）

インターフェイスでの SANアナリティクスの無効化
インターフェイスの SANアナリティクス機能を無効にするには、次の手順を実行します。
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始める前に

ポートチャネルで、すべてのインターフェイスの SANアナリティクス機能を無効にします。

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 ファイバチャネルインターフェイスまたはインターフェイスの範囲を選択し、インターフェ
イスコンフィギュレーションサブモードを開始します。

switch(config)# interface fc slot number/port number

interface fc slot number/port number - port number、fc slot number/port number - port
numberコマンドを使用して、インターフェイスの範囲を指定することもできます。
ダッシュ（-）とカンマ（,）の前後にはスペースが必要です。

（注）

ステップ 3 選択されたインターフェイスで SANアナリティクス機能を無効にします。

switch(config-if)# no analytics type {fc-all | fc-nvme | fc-scsi}

VMID Analyticsの有効化
スイッチの VMID Analytics機能を有効にするには、次の手順を実行してください。

始める前に

1. 接続されている HBAに VMID機能をサポートするファームウェアがあり、その機能が
HBAで有効になっていることを確認します。

2. スイッチの SANアナリティクス機能を有効にします。SANアナリティクスの有効化（26
ページ）の項を参照してください。

3. インターフェイスでSANAnalyticsを有効にします。「インターフェイスでのSANAnalytics
の有効化（27ページ）」の項を参照してください。

4. VMIDServer機能を有効にします。『CiscoMDS9000 Series Fabric ConfigurationGuide, Release
8.x』の「ManagingFLOGI、NameServer、FDMI、およびRSCNDatabases」の章の「Enabling
the VMID Server」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 グローバル構成モードを開始します。

switch# configure terminal
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ステップ 2 スイッチの VMID Analytics機能を有効にします。

switch(config)# analytics vm-tag veid

VMID Analyticsの無効化
スイッチの VMID Analytics機能を無効にするには、次の手順を実行してください。

手順

ステップ 1 グローバル構成モードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 スイッチの VMID Analytics機能を無効にします。

switch(config)# no analytics vm-tag veid

ポートサンプリングの有効化

•ポートサンプリングは、Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)以降のリリースでのみサポー
トされています。

•ポートサンプリングはデフォルトでは無効になっており、継続的な監視はすべての分析対
応ポートで有効になっています。ポートサンプリングの詳細については、ポートサンプ

リング（16ページ）を参照してください。

（注）

モジュールのポートサンプリングを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 モジュールのポートサンプリングを有効にします。

switch# analytics port-sampling module number size number interval seconds

SANアナリティクスの設定
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ポートサンプリングの無効化

モジュールのポートサンプリングを無効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 モジュールのポートサンプリングを無効にして、設定済みのストリーミングサンプル間隔を
指定して、すべての分析対応ポートの監視をデフォルトモードに戻します。

switch# no analytics port-sampling module number

例：SAN Analyticsの設定
次に、スイッチの SAN Analytics機能を有効にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature analytics

次に、スイッチの SAN Analytics機能を無効にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no feature analytics

この例は、NVMe分析タイプがすでに有効になっている場合に、SCSI分析タイプのインター
フェイスでSAN Analytics機能を有効にする方法を示しています。

•この例は、NVMe分析タイプがすでに有効になっていることを示しています。

switch# show running-config analytics

!Command: show running-config analytics
!Running configuration last done at: Wed Mar 13 09:01:56 2019
!Time: Wed Mar 13 09:02:52 2019

version 8.4(1)
feature analytics

interface fc1/1
analytics type fc-nvme

•次の例は、単一のポートで SCSI分析タイプを有効にする方法を示しています。

switch# configure terminal
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switch(config)# interface fc 1/1
switch(config-if)# analytics type fc-scsi

•この例は、SCSI分析タイプが有効になっていることを示しています。

switch# show running-config analytics

!Command: show running-config analytics
!Running configuration last done at: Wed Mar 13 09:01:56 2019
!Time: Wed Mar 13 09:02:52 2019

version 8.4(1)
feature analytics

interface fc1/1
analytics type fc-scsi
analytics type fc-nvme

スイッチでのメトリクスのクエリ
プルクエリ CLIを実行すると、指定されたメトリックがモジュールの NPUから収集され、
スーパーバイザのメトリックデータベースに保存されてから、ユーザーセッションに表示さ

れます。

メトリックのクエリ用のスキーマ

スキーマは、データベースに保存されている特定のデータをユーザーに表示するために使用さ

れます。スキーマの詳細については、show analytics schemaコマンドを使用してください。メ
トリックは、さまざまなビューインスタンスの形式でデータベース内に保持されています。そ

れらのビューインスタンスは、クエリを使用して取得できます。詳細については、「ビュー

（33ページ）」を参照してください。

クエリ構文

プッシュクエリ、プルクエリ、メトリックのクリア、ビューの消去で使用されるクエリ構文

を次に示します。

select all | column1[, column2, column3, …] from analytics_type.view_type [ where filter_list1 [ and
filter_list2 …]] [ sort column [asc | desc]] [ limit number]

クエリ構文の要素は次のとおりです。

• analytics_type：分析のタイプを指定します。CiscoMDSNX-OSリリース 8.2(1)およびCisco
MDS NX-OSリリース 8.3(1)では、fc-scsiタイプのみサポートされています。Cisco MDS
NX-OSリリース 8.4(1)から、fc-nvme分析タイプがサポートされます。
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• view_type：メトリックデータベースのビュータイプを指定します。この構文はそのビュー
タイプでクエリを実行するために使用されます。構文は、1つのビュータイプで 1つのク
エリのみサポートします。サポートされているビュータイプの一覧とそれぞれの説明につ

いては、サポートされているビュータイプの一覧（33ページ）を参照してください。

• column：フローメトリックを指定します。ビューインスタンスには複数の列が含まれて
います。

• filter_list：ビューインスタンスの特定のメトリックを抽出するフィルタを指定します。
フィルタ条件は、タイプが key値のフローメトリック列、またはビューインスタンス列
で使用できます。フィルタリングに AND演算子を使用することもできます。サポートさ
れているビュータイプの一覧については、サポートされているビュータイプの一覧（33
ページ）を参照してください。

• sort：列内の結果をソートすることを指定します。ソートは limit操作の実行前に行われま
す。

• asc：列の結果を昇順でソートします。デフォルトでは、順序が指定されていない場合、
ソートは昇順で行われます。

• desc：列の結果を降順でソートします。

• limit：結果で返されるメトリクスの数を制限します。

クエリ構文の構成例については、例：クエリ構文の設定（49ページ）を参照してください。

• "query_string"の limitおよび whereオプションは、keyフィールドでのみ使用できます。

• Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(2)より前は、"query_string"の sortオプションは keyフィー
ルドでのみ使用でき、メトリックは昇順でのみソートされていました。CiscoMDSNX-OS
リリース8.3(2)からは、"query_string"の sortオプションは、すべてのmetricsおよびmetadata
フィールドで使用でき、ascまたは descオプションをそれぞれ使用して、昇順または降順
でソートできます。デフォルトでは、順序が指定されていない場合ソートは昇順で行われ

ます。

sort ascまたは sort descオプションを指定してプッシュクエリを設定している場合は、
Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(2)から Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)または以前のリ
リースにダウングレードする前に、それらの sortオプションを削除してください。

（注）

クエリルール

以下は、クエリの構築に関するルールです。

• select、 from、 where、 sort、および limit条件は、クエリ構文（31ページ）の説明に従
い、同じ順序で使用する必要があります。
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• select条件の下にある列の一覧は、from条件の下にある view_typeに対応するスキーマに
属している必要があります。

• where条件は、タイプが key 値のフローメトリックフィールドでのみ使用できます。タ
イプが key値のフローメトリックフィールドの詳細については、サポートされている
ビュータイプの一覧（33ページ）を参照してください。

• CiscoMDSNX-OS、リリース 8.3(2)より前は、sort条件はmetricフィールドであり、select
条件の下に一覧表示されている列の中に存在している必要がありました。Cisco MDS
NX-OS、リリース 8.3(2)からは、sort条件は metricまたは metadataフィールドであり、
select条件の下に一覧示されている列の中に存在している必要があります。

ビュー

ビューは、ポート、イニシエータ、ターゲット、LUN、またはこれらの有効な組み合せに関す
るフローメトリックを表すものです。各ビュータイプは特定のフローメトリックをサポート

しています。リソース使用率を最適化するために、オンボードクエリにはフローメトリック

の長い名前が使用され、SAN Telemetry Streamingには短い名前が使用されます。詳細について
は、フローメトリックを参照してください。

サポートされているビュータイプの一覧

次の表に、サポートされているビュータイプを示します。

表 5 :サポートされているビュータイプ

キー説明ビュータイプ

portポートビューには、スイッチ

上のポートのメタデータと IO
メトリックが含まれていま

す。

port

portと vsan論理ポートビューには、ス

イッチ上のポートに設定され

ている VSANのメタデータと
IOメトリックが含まれていま
す。

logical_port

ポートとアプリ IDアプリケーションビューに

は、IO操作を実行しているさ
まざまなポートの背後でホス

トされている、関連するアプ

リケーションのメタデータと

IOメトリックが含まれていま
す。

app
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キー説明ビュータイプ

ポート、vsan、および
scsi-target-id

ターゲットビューには、IO操
作を実行するスイッチ上のさ

まざまなポートの背後に展開

されているSCSIターゲットの
メタデータと IOメトリックが
含まれています。

scsi_target

ポート、vsan、および
nvme-target-id

ターゲットビューには、IO操
作を実行するスイッチ上のさ

まざまなポートの背後に展開

されている NVMeターゲット
のメタデータと IOメトリック
が含まれています。

nvme_target

ポート、vsan、scsi-initiator-id、
および vmid

イニシエータビューには、IO
操作を開始するスイッチ上の

さまざまなポートの背後に展

開されているイニシエータの

メタデータと IOメトリックが
含まれています。

scsi_initiator

ポート、vsan、
nvme-initiator-id、および vmid

イニシエータビューには、IO
操作を開始するスイッチ上の

さまざまなポートの背後に展

開されているイニシエータの

メタデータと IOメトリックが
含まれています。

nvme_initiator

port、vsan、scsi-target-fc-id、お
よび app-id

ターゲットアプリビューに

は、データがさまざまなター

ゲットでホストされているア

プリケーションのメタデータ

と IOメトリックが含まれてい
ます。

scsi_target_app

ポート、vsan、nvme-target-id、
および app-id

ターゲットアプリビューに

は、データがさまざまなター

ゲットでホストされているア

プリケーションのメタデータ

と IOメトリックが含まれてい
ます。

nvme_target_app
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キー説明ビュータイプ

ポート、vsan、scsi-initiator-id、
app-id、および vmid

イニシエータアプリビューに

は、イニシエータが IO操作を
開始するアプリケーションの

メタデータと IOメトリックが
含まれています。

scsi_initiator_app

ポート、vsan、
nvme-initiator-id、app-id、およ
び vmid

イニシエータアプリビューに

は、イニシエータが IO操作を
開始するアプリケーションの

メタデータと IOメトリックが
含まれています。

nvme_initiator_app

ポート、vsan、scsi-target-id、
scsi-initiator-id、および vmid

ターゲット initiator-target
（IT）フロービューには、さ
まざまなターゲットと関連付

けられている ITフローのメタ
データと IOメトリックが含ま
れています。

scsi_target_it_flow

ポート、vsan、nvme-target-id、
nvme-initiator-id、および vmid

ターゲット initiator-target
（IT）フロービューには、さ
まざまなターゲットと関連付

けられている ITフローのメタ
データと IOメトリックが含ま
れています。

nvme_target_it_flow

ポート、vsan、scsi-initiator-id、
scsi-target-id、および vmid

イニシエータ ITフロービュー
には、さまざまなイニシエー

タと関連付けられている ITフ
ローのメタデータと IOメト
リックが含まれています。

scsi_initiator_it_flow

ポート、vsan、
nvme-initiator-id、
nvme-target-id、および vmid

イニシエータ ITフロービュー
には、さまざまなイニシエー

タと関連付けられている ITフ
ローのメタデータと IOメト
リックが含まれています。

nvme_initiator_it_flow

ポート、vsan、
scsi-target-fc-id、および lun-id

ターゲット target-LUN（TL）
フロービューには、さまざま

なSCSIターゲットと関連付け
られているLUNのメタデータ
と IOメトリックが含まれてい
ます。

scsi_target_tl_flow
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キー説明ビュータイプ

ポート、vsan、nvme-target-id、
および namespace-id

ターゲット target-namespace ID
（TN）フロービューには、さ
まざまなNVMeIターゲットと
関連付けられているnamespace
IDのメタデータと IOメトリッ
クが含まれています。

nvme_target_tn_flow

ポート、vsan、scsi-target-id、
scsi-initiator-id、lun-id、および
vmid

ターゲット initiator-target-LUN
（ITL）フロービューには、
さまざまなSCSIターゲットと
関連付けられている ITフロー
のメタデータと IOメトリック
が含まれています。

scsi_target_itl_flow

ポート、vsan、nvme-target-id、
nvme-initiator-id、
namespace-id、および vmid

ターゲット
initiator-target-namespace ID
（ITN）フロービューには、
さまざまなNVMeIターゲット
と関連付けられている ITNフ
ローのメタデータと IOメト
リックが含まれています。

nvme_target_itn_flow

ポート、vsan、scsi-initiator-id、
scsi-target-id、lun-id、および
vmid

イニシエータ ITLフロー
ビューには、さまざまな SCSI
イニシエータと関連付けられ

ている ITLフローのメタデー
タと IOメトリックが含まれて
います。

scsi_initiator_itl_flow

ポート、vsan、
nvme-initiator-id、
nvme-target-id、namespace-id、
および vmid

イニシエータ ITNフロー
ビューには、さまざまな

NVMeイニシエータと関連付
けられている ITNフローのメ
タデータと IOメトリックが含
まれています。

nvme_initiator_itn_flow

ポート、vsan、scsi-target-id、
scsi-initiator-id、および vmid

ターゲット IOビューには、さ
まざまなターゲットが実行す

るアクティブな IOの IOトラ
ンザクションの詳細が含まれ

ています。

scsi_target_io
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キー説明ビュータイプ

ポート、vsan、nvme-target-id、
nvme-initiator-id、ox-id、およ
び vmid

ターゲット IOビューには、さ
まざまなターゲットが実行す

るアクティブな IOの IOトラ
ンザクションの詳細が含まれ

ています。

nvme_target_io

ポート、vsan、scsi-initiator-id、
scsi-target-id、ox-idおよび vmid

イニシエータ IOビューには、
さまざまなイニシエータが開

始するアクティブな IOの IO
トランザクションの詳細が記

録されています。

scsi_initiator_io

ポート、vsan、
nvme-initiator-id、
nvme-target-id、ox-id、および
vmid

イニシエータ IOビューには、
さまざまなイニシエータが開

始するアクティブな IOの IO
トランザクションの詳細が記

録されています。

nvme_initiator_io

ビュータイプの表示

このセクションで提供される例は、SCSI分析タイプ用であり、NVMe分析タイプにも拡張で
きます。

（注）

シスコでは、さまざまなビュータイプを説明するためのサンプルトポロジを考えました。以

下は、次の図の説明です。

•イニシエータ 1とイニシエータ 2は VSAN 1に設定されていて、ゾーン 1にあるターゲッ
ト 1、ターゲット 2、LUN 1、および LUN 2と通信しています。

•イニシエータ 1は、ターゲット 1に対して 125の読み取り IOを生成し、ターゲット
2に対して 75の読み取り IOを生成しています。

•イニシエータ 2は、ターゲット 1とターゲット 2のそれぞれに対して 50の読み取り
IOを生成しています。

•イニシエータ 3は VSAN 2に設定されていて、ゾーン 2にあるターゲット 3、LUN 3、お
よび LUN 4と通信しています。

イニシエータ 3は、ターゲット 3に対して 300の読み取り IOを生成しています。ターゲッ
ト 3は、LUN 3と LUN 4のそれぞれに対して 150の読み取り IOを生成しています。

次の図のカッコ内に記載されている情報はデバイスのファイバチャネル ID（FCID）です。（注）
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サポートされているビュータイプの一覧とそれぞれの説明については、サポートされている

ビュータイプの一覧（33ページ）を参照してください。

図 14 :ビュータイプの表示のサンプルトポロジ

次の図は、ポートビュータイプから見たフローメトリックを示しています。

図 15 :ポートビュータイプ
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表 6 :ポートビュータイプ

フローメトリックポートビュー

total_read_io_count = 600（ポート上に表示され
ているすべてのイニシエータの読み取り I/O）

ポートビュー、ポート = fc 1/4

次の図は、論理ポートビュータイプから見たフローメトリックを示しています。

図 16 :論理ポートビュータイプ

表 7 :論理ポートビュータイプ

フローメトリック論理ポートビュータイプ

total_read_io_count = 300（VSAN 1内のすべて
のイニシエータの読み取り I/O）

論理ポートでポート = fc 1/4、VSAN = 1

次の図は、scsi_initiatorビュータイプから見たフローメトリックを示しています。
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図 17 : scsi_initiatorビュータイプ

表 8 : scsi_initiatorビュータイプ

フローメトリックscsi_initiatorビュータイプ

total_read_io_count = 200（イニシエータ ID 1.1.1
の読み取り I/O）

scsi_initiatorビューでポート = fc 1/1、VSAN =
1、イニシエータ ID = 1.1.1

ポート = fc 1/5、VSAN = 1、イニシエータ ID
= 1.1.1の scsi_initiatorビュー

total_read_io_count = 100（イニシエータ ID 1.1.2
の読み取り I/O）

scsi_initiatorビューでポート = fc 1/5、VSAN =
1、イニシエータ ID = 1.1.2

total_read_io_count = 300（イニシエータ ID 1.1.3
の読み取り I/O）

scsi_initiatorビューでポート = fc 1/5、VSAN =
2、イニシエータ ID = 1.1.3

次の図は、scsi_targetビュータイプから見たフローメトリックを示しています。
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図 18 : scsi_targetビュータイプ

表 9 : scsi_targetビュータイプ

フローメトリックscsi_targetビュー

total_read_io_count = 175（ターゲット ID 2.2.1
の読み取り I/O）

scsi_targetビューでポート = fc 1/6、VSAN =
1、ターゲット ID = 2.2.1

scsi_targetビューでポート = fc 1/4、VSAN =
1、ターゲット ID = 2.2.1

total_read_io_count = 125（ターゲット ID 2.2.2
の読み取り I/O）

scsi_targetビューでポート = fc 1/4、VSAN =
1、ターゲット ID = 2.2.2

total_read_io_count = 300（ターゲット ID 2.2.3
の読み取り I/O）

scsi_targetビューでポート = fc 1/4、VSAN =
2、ターゲット ID = 2.2.3

次の図は、scsi_initiator_it_flowビュータイプから見たフローメトリックを示しています。
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図 19 : scsi_initiator_it_flowビュータイプ

表 10 : scsi_initiator_it_flowビュータイプ

フローメトリックscsi_initiator_it_flowビュー

total_read_io_count = 125（イニシエータ ID 1.1.1
とターゲット ID 2.2.1間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/1、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.1

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/5、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.1

total_read_io_count = 75（イニシエータ ID 1.1.1
とターゲット ID 2.2.2間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/1、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.2

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/5、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.2

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID 1.1.2
とターゲット ID 2.2.1間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/5、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.1

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID 1.1.2
とターゲット ID 2.2.2間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/5、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.2
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total_read_io_count = 300（イニシエータ ID 1.1.3
とターゲット ID 2.2.3間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_it_flowビューで、ポート= fc 1/5、
VSAN=2、イニシエータ ID = 1.1.3、ターゲッ
ト ID = 2.2.3

次の図は、scsi_target_it_flowビュータイプから見たフローメトリックを示しています。

図 20 : scsi_target_it_flowビュータイプ

表 11 : scsi_target_it_flowビュータイプ

フローメトリックscsi_target_it_flowビュー

total_read_io_count = 125（イニシエータ ID 1.1.1
とターゲット ID 2.2.1間だけの読み取り I/O）

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/6、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.1

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.1

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID 1.1.2
とターゲット ID 2.2.1間だけの読み取り I/O）

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/6、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.1

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.1
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total_read_io_count = 75（イニシエータ ID 1.1.1
とターゲット ID 2.2.2間だけの読み取り I/O）

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.2

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID 1.1.2
とターゲット ID 2.2.2間だけの読み取り I/O）

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.2

total_read_io_count = 300（イニシエータ ID 1.1.3
とターゲット ID 2.2.3間だけの読み取り I/O）

scsi_target_it_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=2、イニシエータ ID = 1.1.3、ターゲッ
ト ID = 2.2.3

次の図は、scsi_initiator_itl_flowビュータイプから見たフローメトリックを示しています。

図 21 : scsi_initiator_itl_flowビュータイプ

表 12 : scsi_initiator_itl_flowビュータイプ

フローメトリックscsi_initiator_itl_flowビュー

total_read_io_count = 125（イニシエータ ID
1.1.1、ターゲット ID 2.2.1、および LUN ID
0001間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/1、VSAN=1、イニシエータ ID=1.1.1、ター
ゲット ID = 2.2.1、LUN ID = 0001

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/5、VSAN=1、イニシエータ ID=1.1.1、ター
ゲット ID = 2.2.1、LUN ID = 0001
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total_read_io_count = 75（イニシエータ ID
1.1.1、ターゲット ID 2.2.2、および LUN ID
0002間だけの読み取り I/O）

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/1、VSAN=1、イニシエータ ID=1.1.1、ター
ゲット ID = 2.2.2、LUN ID = 0002

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/5、VSAN=1、イニシエータ ID=1.1.1、ター
ゲット ID = 2.2.2、LUN ID = 0002

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID
1.1.2、ターゲット ID 2.2.1、および LUN ID
0001とイニシエータ ID 1.1.2、ターゲット ID
2.2.2、および LUN ID 0002間だけの読み取り
I/O）

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/5、VSAN=1、イニシエータ ID=1.1.2、ター
ゲット ID = 2.2.1、LUN ID = 0001

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/5、VSAN=1、イニシエータ ID=1.1.2、ター
ゲット ID = 2.2.2、LUN ID = 0002

total_read_io_count = 150（イニシエータ ID
1.1.3、ターゲット ID 2.2.3、および LUN ID
0003とイニシエータ ID 1.1.3、ターゲット ID
2.2.3、および LUN ID 0004間だけの読み取り
I/O）

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/5、VSAN=2、イニシエータ ID=1.1.3、ター
ゲット ID = 2.2.3、LUN ID = 0003

scsi_initiator_itl_flowビューで、ポート = fc
1/5、VSAN=2、イニシエータ ID=1.1.3、ター
ゲット ID = 2.2.3、LUN ID = 0004

次の図は、scsi_target_itl_flowビュータイプから見たフローメトリックを示しています。

図 22 : scsi_target_itl_flowビュータイプ
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表 13 : scsi_target_itl_flowビュータイプ

フローメトリックscsi_target_itl_flowビュー

total_read_io_count = 125（イニシエータ ID
1.1.1、ターゲット ID 2.2.1、および LUN ID
0001間だけの読み取り I/O）

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/6、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.1、LUN ID = 0001

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.1、LUN ID = 0001

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID
1.1.2、ターゲット ID 2.2.1、および LUN ID
0001間だけの読み取り I/O）

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/6、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.1、LUN ID = 0001

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.1、LUN ID = 0001

total_read_io_count = 75（イニシエータ ID
1.1.1、ターゲット ID 2.2.2、および LUN ID
0002間だけの読み取り I/O）

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.1、ターゲッ
ト ID = 2.2.2、LUN ID = 0002

total_read_io_count = 50（イニシエータ ID
1.1.2、ターゲット ID 2.2.2、および LUN ID
0002間だけの読み取り I/O）

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=1、イニシエータ ID = 1.1.2、ターゲッ
ト ID = 2.2.2、LUN ID = 0002

total_read_io_count = 150（イニシエータ ID
1.1.3、ターゲット ID 2.2.3、および LUN ID
0003とイニシエータ ID 1.1.3、ターゲット ID
2.2.3、および LUN ID 0004間だけの読み取り
I/O）

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=2、イニシエータ ID = 1.1.3、ターゲッ
ト ID = 2.2.3、LUN ID = 0003

scsi_target_itl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN=2、イニシエータ ID = 1.1.3、ターゲッ
ト ID = 2.2.3、LUN ID = 0004

次の図は、scsi_target_tl_flowビュータイプから見たフローメトリックを示しています。
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図 23 : scsi_target_tl_flowビュータイプ

表 14 : scsi_target_tl_flowビュータイプ

フローメトリックscsi_target_tl_flowビュー

total_read_io_count = 175（ターゲット ID 2.2.1
と LUN ID 0001間だけの読み取り I/O）

scsi_target_tl_flowビューで、ポート = fc 1/6、
VSAN = 1、ターゲット ID = 2.2.1、LUN ID =
0001

scsi_target_tl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN = 1、ターゲット ID = 2.2.1、LUN ID =
0001

total_read_io_count = 125（ターゲット ID 2.2.2
と LUN ID 0002間だけの読み取り I/O）

scsi_target_tl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN = 1、ターゲット ID = 2.2.2、LUN ID =
0002

total_read_io_count = 150（ターゲット ID 2.2.3
と LUN ID 0003およびターゲット ID 2.2.3と
LUN ID 0004間だけの読み取り I/O）

scsi_target_tl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN = 2、ターゲット ID = 2.2.3、LUN ID =
0003

scsi_target_tl_flowビューで、ポート = fc 1/4、
VSAN = 2、ターゲット ID = 2.2.3、LUN ID =
0004

次の図は、total_read_io_countが 0のイニシエータビューを示しています。
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図 24 : total_read_io_countが 0のイニシエータビュー

次の図は、total_read_io_countが 0のターゲットビューを示しています。

図 25 : total_read_io_countが 0のターゲットビュー
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例：クエリ構文の設定

show analytics query 'select all from fc-scsi.scsi_initiator'コマンドを実行すると、次の図に示さ
れているサンプルデータベースで確認できるように、すべてのイニシエータのフローメトリッ

クが出力されます。

図 26 :すべてのイニシエータのフローメトリック

show analytics query 'select total_read_io_count from fc-scsi.scsi_initiator'コマンドを実行する
と、次の図に示されているサンプルデータベースで確認できるように、ターゲットの

total_read_io_countフローメトリックが出力されます。
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図 27 :ターゲットの読み取り IO総数のフローメトリック

show analytics query 'select total_read_io_count,total_write_io_count from fc-scsi.scsi_target_it_flow’
コマンドを実行すると、次の図に示されているサンプルデータベースで確認できるように、

ターゲットから見たイニシエータとターゲットの total_read_io_countおよび total_write_io_count
フローメトリックが出力されます。
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図 28 :イニシエータとターゲットの読み取り IO総数と書き込み IO総数のフローメトリック

show analytics query 'select all from fc-scsi.port where port=fc1/1 and vsan=2 limit 1’コマンドを
実行すると、次の図に示されているサンプルデータベースで確認できるように、レコードの数

が 1に制限されているポート fc1/1、VSAN 2の一部であるポートのフローメトリックが出力
されます。
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図 29 :レコードの数が 1に制限されている VSAN 2に属しているポート FC 1/1のフローメトリック

show analytics query 'select all from fc-scsi.scsi_initiator where port=fc1/1 and vsan=3 sort
total_write_io_count’コマンドを実行すると、次の図のサンプルデータベースで確認できるよ
うに、ポート fc1/1および VSAN 3の一部であるイニシエータの total_write_io_countフローメ
トリックが出力されます。出力はソートされています。
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図 30 :ポート FC1/1と VSAN 3に属しているイニシエータの書き込み IO総数のフローメトリック（出力はソート済み）

クエリの作成と使用
フローメトリックは、クエリ構文の形式である query_stringを使用して分析されます。

インストールされているプッシュクエリの表示

インストールされているプッシュクエリを表示するには、次のコマンドを実行します。

switch# show analytics query {all | name query_name}
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プッシュクエリの結果の表示

プッシュクエリの結果を表示するには、次のコマンドを実行します。

switch# show analytics query name query_name result

プルクエリの実行

プルクエリを実行するには、次のコマンドを実行します。

switch# show analytics query “query_string” [clear] [differential]

"query_string"を使用して、“select all from fc-scsi.port”のように、select、table、limitなどのク
エリセマンティックを指定します。

（注）

プッシュクエリの設定

プッシュクエリを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 特定の間隔で表示されるフローメトリックのクエリ文字列とタイマー値を指定します。

switch(config)# analytics query “query_string” name query_name type periodic [interval seconds]
[clear] [differential]

"query_string"を使用したプッシュクエリは、一度に1つのみ許可されます。重複するプッシュ
クエリ名を設定しようとすると、現在の設定が重複していることを示すメッセージが表示され

ます。

プルクエリ、プッシュクエリ、およびオーバーレイ CLIは、SANアナリティクス
機能が有効になっているインターフェイスにのみ適用されます。

（注）

設定されているプッシュクエリの削除

設定されているプッシュクエリを削除するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch# configure terminal

ステップ 2 設定されているプッシュクエリを削除します。

switch(config)# no analytics name query_name

メトリックのクリア

クエリ文字列に一致するビューインスタンスのすべてのフローメトリックをリセットするに

は、次のコマンドを実行します。

switch# clear analytics query “query_string”

• "query_string"は "select all from <view-name>"の形式である必要があります。

•フローメトリックは、プッシュクエリをインストールしなくてもクリアできます。

• clear analytics queryコマンドは、プッシュクエリで使用されている clearオプションとは
異なります。clearanalyticsqueryコマンドは、クエリ構文を満たすすべてのメトリックを
リセットします。プッシュクエリで使用される clearオプションは、最小、最大、および
ピークフローメトリックをリセットします。

（注）

ビューの消去

特定のビューインスタンスとその関連メトリックを削除するには、次のコマンドを実行しま

す。

switch# purge analytics query “query_string”

• "query_string"は "select all from <view-name>"の形式である必要があります。

•フローメトリックは、プッシュクエリをインストールしなくてもクリアできます。

•消去クエリの where句には、portキーフィールドのみ指定できます。

（注）
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設定されているプッシュクエリの結果の表示

show analytics query name query_name resultコマンドを使用して表示されているフローメト
リックは、このコマンドの実行時の時間間隔で更新されたメトリックです。たとえば、プッ

シュクエリが 30秒間隔で更新するように設定されている場合、show analytics query name
query_name resultコマンドは 35秒後に実行され、プッシュクエリでは、時間間隔が 30秒のと
きに更新されたフローメトリックが表示されます。

設定されているプッシュクエリのフローメトリックを表示するには、次のコマンドを実行し

ます。

switch# show analytics query name query_name result

例：クエリの作成と使用

•出力の “values”の後にある番号は、対応するレコードの番号を示しています。

• Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)では新しいメトリックが追加されています。これは、
Cisco MDS NX-OSリリース 8.3(1)以降のリリースと Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)の
間でクエリの結果が少し異なる可能性があるためです。

（注）

次に、SCSIイニシエータ ITLフロービューインスタンスのすべてのフローメトリックの出力
の例を示します。

switch# show analytics query 'select all from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/1",
"vsan": "10",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xe80041",
"target_id": "0xd60200",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "1",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1162370362",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "116204704658",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "43996934029",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "595133625344",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "41139462314556",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "1162370358",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "595133623296",
"read_io_rate": "0",
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"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7250",
"peak_write_io_rate": "7304",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "3712384",
"peak_write_io_bandwidth": "3739904",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "512",
"write_io_size_max": "512",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "89",
"write_io_completion_time_max": "416",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "34",
"write_io_initiation_time_max": "116",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "31400",
"write_io_inter_gap_time_max": "118222",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "5",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697457"

},
.
.
.
"5": {

"port": "fc1/8",
"vsan": "10",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xe80001",
"target_id": "0xe800a1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "1",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1138738309",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "109792480881",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "39239145641",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "583034014208",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "41479779998852",
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"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "1138738307",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "583034013184",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7074",
"peak_write_io_rate": "7903",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "3622144",
"peak_write_io_bandwidth": "4046336",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "512",
"write_io_size_max": "512",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "71",
"write_io_completion_time_max": "3352",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "26",
"write_io_initiation_time_max": "2427",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "25988",
"write_io_inter_gap_time_max": "868452",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "5",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697457"

}
}}

次に、NVMeイニシエータ ITNフロービューインスタンスのすべてのフローメトリックの出
力の例を示します。

switch# show analytics query 'select all from fc-nvme.nvme_initiator_itn_flow'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/9",
"vsan": "5",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xa40160",
"target_id": "0xa4018c",
"connection_id": "0000-0000-0000-0000",
"namespace_id": "1",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "0",
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"total_read_io_count": "414106348",
"total_write_io_count": "0",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "0",
"total_read_io_time": "204490863437",
"total_write_io_time": "0",
"total_read_io_initiation_time": "132775579977",
"total_write_io_initiation_time": "0",
"total_read_io_bytes": "16226866588672",
"total_write_io_bytes": "0",
"total_read_io_inter_gap_time": "19198018763772",
"total_write_io_inter_gap_time": "0",
"total_time_metric_based_read_io_count": "414106244",
"total_time_metric_based_write_io_count": "0",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "16226860198912",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "0",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "16826",
"write_io_rate": "0",
"peak_write_io_rate": "0",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "656438400",
"write_io_bandwidth": "0",
"peak_write_io_bandwidth": "0",
"read_io_size_min": "1024",
"read_io_size_max": "262144",
"write_io_size_min": "0",
"write_io_size_max": "0",
"read_io_completion_time_min": "16",
"read_io_completion_time_max": "7057",
"write_io_completion_time_min": "0",
"write_io_completion_time_max": "0",
"read_io_initiation_time_min": "16",
"read_io_initiation_time_max": "5338",
"write_io_initiation_time_min": "0",
"write_io_initiation_time_max": "0",
"read_io_inter_gap_time_min": "32",
"read_io_inter_gap_time_max": "83725169",
"write_io_inter_gap_time_min": "0",
"write_io_inter_gap_time_max": "0",
"peak_active_io_read_count": "11",
"peak_active_io_write_count": "0",
"read_io_aborts": "24",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "80",
"write_io_failures": "0",
"read_io_timeouts": "0",
"write_io_timeouts": "0",
"read_io_nvme_lba_out_of_range_count": "0",
"write_io_nvme_lba_out_of_range_count": "0",
"read_io_nvme_ns_not_ready_count": "0",
"write_io_nvme_ns_not_ready_count": "0",
"read_io_nvme_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_nvme_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_nvme_capacity_exceeded_count": "0",
"write_io_nvme_capacity_exceeded_count": "0",
"sampling_start_time": "1512847422",
"sampling_end_time": "1513166516"

},
.
.
.
"5": {

"port": "fc1/9",
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"vsan": "5",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xa40165",
"target_id": "0xa40190",
"connection_id": "0000-0000-0000-0000",
"namespace_id": "1",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "0",
"total_read_io_count": "33391955",
"total_write_io_count": "643169087",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "0",
"total_read_io_time": "13005795783",
"total_write_io_time": "131521212441",
"total_read_io_initiation_time": "5696099596",
"total_write_io_initiation_time": "71938348902",
"total_read_io_bytes": "1309083368448",
"total_write_io_bytes": "329302572544",
"total_read_io_inter_gap_time": "19175084866843",
"total_write_io_inter_gap_time": "19182318062480",
"total_time_metric_based_read_io_count": "33391919",
"total_time_metric_based_write_io_count": "643168808",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "1309074355200",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "329302429696",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "574",
"write_io_rate": "0",
"peak_write_io_rate": "9344",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "19122176",
"write_io_bandwidth": "0",
"peak_write_io_bandwidth": "4784384",
"read_io_size_min": "1024",
"read_io_size_max": "262144",
"write_io_size_min": "512",
"write_io_size_max": "512",
"read_io_completion_time_min": "16",
"read_io_completion_time_max": "5123",
"write_io_completion_time_min": "27",
"write_io_completion_time_max": "2254",
"read_io_initiation_time_min": "16",
"read_io_initiation_time_max": "3650",
"write_io_initiation_time_min": "12",
"write_io_initiation_time_max": "1377",
"read_io_inter_gap_time_min": "32",
"read_io_inter_gap_time_max": "3234375975",
"write_io_inter_gap_time_min": "32",
"write_io_inter_gap_time_max": "38886219",
"peak_active_io_read_count": "6",
"peak_active_io_write_count": "16",
"read_io_aborts": "6",
"write_io_aborts": "18",
"read_io_failures": "30",
"write_io_failures": "261",
"read_io_timeouts": "0",
"write_io_timeouts": "0",
"read_io_nvme_lba_out_of_range_count": "0",
"write_io_nvme_lba_out_of_range_count": "0",
"read_io_nvme_ns_not_ready_count": "0",
"write_io_nvme_ns_not_ready_count": "0",
"read_io_nvme_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_nvme_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_nvme_capacity_exceeded_count": "0",
"write_io_nvme_capacity_exceeded_count": "0",
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"sampling_start_time": "1512847422",
"sampling_end_time": "1513166516"

}
}}

次の例は、イニシエータ ITLフロービューインスタンスの特定のイニシエータ IDに対する特
定のフローメトリックの出力を示しています。

switch# show analytics query 'select
port,initiator_id,target_id,lun,total_read_io_count,total_write_io_count,read_io_rate,write_io_rate
from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow where initiator_id=0xe80001'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/8",
"initiator_id": "0xe80001",
"target_id": "0xe800a1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1139010960",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7071",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697495"

}
}}

次の例は、イニシエータ ITLフロービューインスタンスの特定のイニシエータ IDと LUNに
対する特定のフローメトリックの出力を示しています。

switch# show analytics query 'select
port,initiator_id,target_id,lun,total_read_io_count,total_write_io_count,read_io_rate,write_io_rate
from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow where initiator_id=0xe80001 and
lun=0000-0000-0000-0000'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/8",
"initiator_id": "0xe80001",
"target_id": "0xe800a1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1139453979",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7070",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697559"

}
}}

次に、特定の LUNの特定のフローメトリックの出力とターゲット ITLフロービューインス
タンスの write_io_rateメトリックのソートされた出力の例を示します。

switch# show analytics query 'select
port,initiator_id,target_id,lun,total_read_io_count,total_write_io_count,read_io_rate,write_io_rate
from fc-scsi.scsi_target_itl_flow where lun=0000-0000-0000-0000 sort write_io_rate'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/6",
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"initiator_id": "0xe80020",
"target_id": "0xd60040",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1103394068",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "6882",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697630"

},
"2": {

"port": "fc1/6",
"initiator_id": "0xe80021",
"target_id": "0xe80056",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1119199742",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "6946",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697630"

},
"3": {

"port": "fc1/8",
"initiator_id": "0xe80000",
"target_id": "0xe80042",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1119506589",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "6948",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697630"

},
"4": {

"port": "fc1/8",
"initiator_id": "0xe80001",
"target_id": "0xe800a1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1139953183",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7068",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697630"

},
"5": {

"port": "fc1/1",
"initiator_id": "0xe80041",
"target_id": "0xd60200",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1163615698",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7247",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697630"

}
}}
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次に、出力が 3レコードに制限されている、特定の LUNの特定のフローメトリックの出力と
イニシエータ ITLフロービューインスタンスの write_io_rateメトリックのソートされた出力
の例を示します。

switch# show analytics query 'select
port,initiator_id,target_id,lun,total_read_io_count,total_write_io_count,read_io_rate,write_io_rate
from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow where lun=0000-0000-0000-0000 sort write_io_rate
limit 3'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/6",
"initiator_id": "0xe80020",
"target_id": "0xd60040",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1103901828",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "6885",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697704"

},
"2": {

"port": "fc1/8",
"initiator_id": "0xe80000",
"target_id": "0xe80042",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1120018575",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "6940",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697704"

},
"3": {

"port": "fc1/6",
"initiator_id": "0xe80021",
"target_id": "0xe80056",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1119711583",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "6942",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697704"

}
}}

次に、イニシエータ ITLフロービューインスタンスの特定の LUNとターゲット IDに関する
特定のフローメトリックの出力の例を示します。

switch# show analytics query 'select
port,initiator_id,target_id,lun,total_read_io_count,total_write_io_count,read_io_rate,write_io_rate
from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow where lun=0000-0000-0000-0000 and target_id=0xe800a1'
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/8",
"initiator_id": "0xe80001",
"target_id": "0xe800a1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_read_io_count": "0",
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"total_write_io_count": "1139010960",
"read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7071"
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697495"

}
}}

次の例は、イニシエータ ITLフロービューインスタンスの VMID 4およびイニシエータ ID
0x0900e0の特定のフローメトリックの出力を示しています。

switch# show analytics query "select port,vsan,initiator_id,vmid from
fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow where initiator_id=0x0900e0 and vmid=4"
{ "values": {

"1": {
"port": "fc2/9",
"vsan": "1",
"initiator_id": "0x0900e0",
"vmid": "4",
"sampling_start_time": "1589269530",

}
}}

次の例は、フローメトリックの更新期間がデフォルトの期間の 30秒に設定されている場合の
プッシュクエリの設定を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# analytics query 'select all from fc-scsi.scsi_initiator_itl_flow' name
initiator_itl_flow type periodic
switch(config)# show analytics query name initiator_itl_flow result
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/1",
"vsan": "10",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xe80041",
"target_id": "0xd60200",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "1",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1162370362",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "116204704658",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "43996934029",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "595133625344",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "41139462314556",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "1162370358",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "595133623296",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7250",
"peak_write_io_rate": "7304",
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"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "3712384",
"peak_write_io_bandwidth": "3739904",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "512",
"write_io_size_max": "512",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "89",
"write_io_completion_time_max": "416",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "34",
"write_io_initiation_time_max": "116",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "31400",
"write_io_inter_gap_time_max": "118222",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "5",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697457"

},
.
.
.
"5": {

"port": "fc1/8",
"vsan": "10",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xe80001",
"target_id": "0xe800a1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "1",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1138738309",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "109792480881",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "39239145641",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "583034014208",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "41479779998852",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "1138738307",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
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"total_time_metric_based_write_io_bytes": "583034013184",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "7074",
"peak_write_io_rate": "7903",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "3622144",
"peak_write_io_bandwidth": "4046336",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "512",
"write_io_size_max": "512",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "71",
"write_io_completion_time_max": "3352",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "26",
"write_io_initiation_time_max": "2427",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "25988",
"write_io_inter_gap_time_max": "868452",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "5",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1528535447",
"sampling_end_time": "1528697457"

}
}}

次の例は、最小、最大、およびピークフローメトリックをすべてクリアする方法を示します。

•次の例は、最小、最大、およびピークフローメトリックをすべてクリアする前の出力を
示します。

switch# show analytics query "select all from fc-scsi.scsi_target_itl_flow where
port=fc1/17" clear
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/17",
"vsan": "1",
"app_id": "255",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0000",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "1",
"total_read_io_count": "0",
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"total_write_io_count": "84701",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "7007132",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "2421756",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "86733824",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "2508109021",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "84701",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "86733824",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "8711",
"peak_write_io_rate": "8711",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "8920576",
"peak_write_io_bandwidth": "8920576",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "1024",
"write_io_size_max": "1024",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "74",
"write_io_completion_time_max": "844",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "24",
"write_io_initiation_time_max": "775",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "26903",
"write_io_inter_gap_time_max": "287888",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "3",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530684301"

},
}}
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show analytics query "query_string" clearコマンドは、clear-on-push
または clear-on-pullコマンドです。そのため、このコマンドの初
回実行時にはこのコマンドは適用されません。

（注）

•次の例は、最小、最大、およびピークフローメトリックをすべてクリアした後の出力を
示します。クリアされたメトリックは出力で強調表示されています。

switch# show analytics query "select all from fc-scsi.scsi_target_itl_flow where
port=fc1/17" clear
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/17",
"vsan": "1",
"app_id": "255",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0000",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "0",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "800615",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "66090290",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "22793874",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "819829760",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "23702347887",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "800615",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "819829760",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "0",
"peak_write_io_rate": "0",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "0",
"peak_write_io_bandwidth": "0",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "0",
"write_io_size_max": "0",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "0",
"write_io_completion_time_max": "0",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "0",
"write_io_initiation_time_max": "0",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "0",
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"write_io_inter_gap_time_max": "0",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "0",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530684428"

},
}}

次の例は、ストリーミングサンプル間隔の間に変更された ITLフローメトリックのみのスト
リーミングを示します。

•次の例は、[差分（Differential）]オプションを使用する前の出力を示します。

switch# show analytics query "select port, target_id,
initiator_id,lun,total_write_io_count from fc-scsi.scsi_target_itl_flow where
port=fc1/17" differential
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0000",
"lun": "0001-0000-0000-0000",
"total_write_io_count": "1515601",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683484"

},
"2": {

"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0020",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_write_io_count": "1515601",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683484"

},
"3": {

"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0020",
"lun": "0001-0000-0000-0000",
"total_write_io_count": "1515600",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683484"

},
"4": {

"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0000",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
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"total_write_io_count": "1515600",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683484"

}
}}

•次の例は、[差分（Differential）]オプションを使用した出力、および変更されたレコード
のみの出力を示します。

switch# show analytics query "select port, target_id,
initiator_id,lun,total_write_io_count from fc-scsi.scsi_target_itl_flow where
port=fc1/17" differential
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0000",
"lun": "0001-0000-0000-0000",
"total_write_io_count": "1892021",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683534"

},
"2": {

"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0020",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_write_io_count": "1892021",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683534"

},
"3": {

"port": "fc1/17",
"target_id": "0xef0040",
"initiator_id": "0xef0000",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"total_write_io_count": "1892021",
"sampling_start_time": "1530683133",
"sampling_end_time": "1530683534"

}
}}

次の例は、インストールされたクエリ名の削除方法を示します。

switch(config)# no analytics name initiator_itl_flow

次の例は、フローメトリックのクリア方法を示します。

1. 次に、フローメトリックをクリアする前の出力の例を示します。

switch# show analytics query "select port,target_id,total_write_io_count,
total_write_io_bytes,total_time_metric_based_write_io_count,write_io_rate,
peak_write_io_rate,write_io_bandwidth,peak_write_io_bandwidth,
write_io_size_min,write_io_size_max,write_io_completion_time_min,
write_io_completion_time_max,write_io_initiation_time_min,
write_io_initiation_time_max,write_io_inter_gap_time_min,write_io_inter_gap_time_max

from fc-scsi.scsi_target where
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target_id=0x650060"
{ "values": {

"1": {
"port": "fc3/17",
"target_id": "0x650060",
"total_write_io_count": "67350021",
"total_write_io_bytes": "17655403905024",
"total_time_metric_based_write_io_count": "67349761",
"write_io_rate": "0",
"peak_write_io_rate": "6300",
"write_io_bandwidth": "0",
"peak_write_io_bandwidth": "1651572736",
"write_io_size_min": "262144",
"write_io_size_max": "262144",
"write_io_completion_time_min": "192",
"write_io_completion_time_max": "9434",
"write_io_initiation_time_min": "21",
"write_io_initiation_time_max": "199",
"write_io_inter_gap_time_min": "2553",
"write_io_inter_gap_time_max": "358500",
"sampling_start_time": "1531204359",
"sampling_end_time": "1531215327"

}

2. 次に、フローメトリックをクリアする例を示します。

メトリックのクリアは、ビューインスタンスでのみ可能で、個々のフローメトリックではで

きません。

（注）

switch# clear analytics query "select all from fc-scsi.scsi_target where
target_id=0x650060"

3. 次に、フローメトリックをクリアした後の出力の例を示します。

switch# show analytics query "select port,target_id,total_write_io_count,
total_write_io_bytes,total_time_metric_based_write_io_count,write_io_rate,
peak_write_io_rate,write_io_bandwidth,peak_write_io_bandwidth,
write_io_size_min,write_io_size_max,write_io_completion_time_min,
write_io_completion_time_max,write_io_initiation_time_min,
write_io_initiation_time_max,write_io_inter_gap_time_min,write_io_inter_gap_time_max

from fc-scsi.scsi_target where target_id=0x650060"
{ "values": {

"1": {
"port": "fc3/17",
"target_id": "0x650060",
"total_write_io_count": "0",
"total_write_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "0",
"write_io_rate": "0",
"peak_write_io_rate": "0",
"write_io_bandwidth": "0",
"peak_write_io_bandwidth": "0",
"write_io_size_min": "0",
"write_io_size_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "0",
"write_io_completion_time_max": "0",
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"write_io_initiation_time_min": "0",
"write_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "0",
"write_io_inter_gap_time_max": "0",
"sampling_start_time": "1531204359",
"sampling_end_time": "1531215464"

}

次に、フローメトリックを消去した後の出力の例を示します。

portキー値は、消去メトリックの where句でのみ使用できます。（注）

switch# purge analytics query "select all from fc-scsi.scsi_target where port=fc3/17"
switch# show analytics query "select all from fc-scsi.scsi_target where port=fc3/17"
Table is empty for query "select all from fc-scsi.scsi_target where port=fc3/17"

ShowAnalyticsオーバーレイ CLIの使用
ShowAnalyticsオーバーレイCLIは、JSON形式の分析データを使いやすい表形式に変換するた
めに使用されます。ShowAnalyticsオーバーレイCLIには「Linuxと同等」の構文があり、組み
込みの NX-OS Pythonインタープリタを使用して、プルクエリの JSON出力を表形式に変換す
るスクリプトを実行します。現時点では、フローメトリックの小さなサブセットのみ表示され

ます。
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• ShowAnalyticsオーバーレイコマンドでは、Exchange Completion Time（ECT）for the
--initiator-itl and --target-itloptions under the --infoオプションの累積データが表示されます。
ただし、レートおよび帯域幅メトリックについては瞬間的なデータが表示されます。

•アクティブな ITL数が記載されている制限を超えている場合、ShowAnalyticsオーバーレ
イコマンドは警告を表示して終了します。ITL数の制限の詳細については、Cisco MDS
NX-OSの設定の制限、リリース 8.xドキュメントを参照してください。

• Virtual Instruments社や Cisco DCNMによって推奨されている clearキーワードを指定して
プッシュクエリを設定する場合、最小と最大のフローメトリックの値は不正確になりま

す。

• ShowAnalyticsコマンドの --evaluate-npuloadオプションは、SCSI分析タイプのみをサポー
トします。ただし、SCSI分析タイプと NVMe分析タイプの両方をサポートするオプショ
ンは除きます。

•インターフェイスで分析タイプを構成する前に、--evaluate-npuloadオプションを実行し
ます。モジュールのインターフェイスの1つが分析タイプで構成されている場合でも、こ
の --evaluate-npuloadオプションはモジュールでは機能しません。

•この --outstanding-ioオプションは Fポートでのみ機能します。

（注）

分析情報を表形式で表示するには、次のコマンドを実行します。

switch# ShowAnalytics –help

詳細については、『Cisco MDS 9000シリーズコマンドリファレンス 8.x』を参照してくださ
い。

例：ShowAnalyticsオーバーレイ CLIの使用
次の例は、オーバーレイ CLIのオプションを示します：

オーバーレイCLIで使用可能なキーワードと変数を表示するオプションと、CiscoMDSNX-OS
リリース 8.4（2）以降から追加されたそのオプション。

（注）

switch# ShowAnalytics ?
ShowAnalytics Aliased to 'source sys/analytics.py'
ShowAnalyticsConsistency Aliased to 'source sys/analytics_pss_consistency_checker.py'

--errors To display errors stats in all IT(L/N) pairs
--errorsonly To display IT(L/N) flows with errors
--evaluate-npuload To evaluate npuload on system
--help To display help and exit
--info To display information about IT(L/N) flows
--minmax To display min max and peak info about IT(L/N) flows
--outstanding-io To display outstanding io for an interface
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--top To display top 10 IT(L/N) Flow
--version To display version of utility and exit
--vsan-thput To display per vsan throughput for interface

次に、オーバーレイ CLIバージョンの表示例を示します。

switch# ShowAnalytics --version
ShowAnalytics 4.0.0

次に、NVMeのイニシエータのフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --initiator-itn
2021-02-09 09:01:39.714290

Interface fc16/12
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+---------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+---------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read
| Write | Write | Write |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2531 | 2478 | 158.2 MB/s | 154.9 MB/s | 781.0 us | 2.0 ms | 636.0 us | 633.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 690.0 us | 562.0 us |
|3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 2508 | 2497 | 156.8 MB/s | 156.1 MB/s | 764.0 us | 2.0 ms | 622.0 us | 630.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 683.0 us | 572.0 us |
|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2421 | 2548 | 151.3 MB/s | 159.3 MB/s | 785.0 us | 2.0 ms | 640.0 us | 625.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 686.0 us | 561.0 us |
|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 2060 | 2149 | 128.8 MB/s | 134.3 MB/s | 764.0 us | 1.9 ms | 621.0 us | 596.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 649.0 us | 537.0 us |
|3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 333 | 364 | 20.8 MB/s | 22.8 MB/s | 14.8 ms | 16.1 ms | 14.6 ms | 15.3 ms | 64.0 KB
| 64.0 KB | 190.0 us | 521.0 us |
|3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 2483 | 2503 | 155.2 MB/s | 156.4 MB/s | 771.0 us | 2.0 ms | 626.0 us | 639.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 685.0 us | 571.0 us |
|3300 | 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 2545 | 2474 | 159.1 MB/s | 154.6 MB/s | 786.0 us | 2.0 ms | 641.0 us | 627.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 683.0 us | 570.0 us |
|3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2506 | 2498 | 156.6 MB/s | 156.1 MB/s | 769.0 us | 2.0 ms | 625.0 us | 642.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 680.0 us | 575.0 us |
|3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2456 | 2512 | 153.5 MB/s | 157.0 MB/s | 793.0 us | 2.0 ms | 650.0 us | 624.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 696.0 us | 558.0 us |
|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 1926 | 1848 | 120.4 MB/s | 115.5 MB/s | 734.0 us | 1.8 ms | 593.0 us | 572.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 533.0 us | 512.0 us |
|3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2553 | 2472 | 159.6 MB/s | 154.5 MB/s | 786.0 us | 2.0 ms | 641.0 us | 622.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 691.0 us | 560.0 us |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+---------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 11

次に、SCSIのイニシエータのフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --initiator-itl
2021-02-09 09:01:39.714290

Interface fc2/22
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xc809a0 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80622 | 0007-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xc809a0 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xc809a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80622 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | 18 | 0xc809a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 5 | 0 B/s | 21.0 KB/s | 0 ns | 702.0 us | 0 ns | 251.0
us | 0 B | 4.2 KB | 7.0 us | 441.0 us |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80623 | 0004-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80622 | 0000-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 8

次に、NVMeのターゲットのフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itn
2021-02-09 12:14:59.285397

Interface fc3/15
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
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|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read |

Write | Write | Write |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2545 | 2457 | 159.1 MB/s | 153.6 MB/s | 112.0 us | 1.5 ms | 44.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2036 | 2026 | 127.3 MB/s | 126.6 MB/s | 110.0 us | 1.3 ms | 44.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.1 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2464 | 2492 | 154.0 MB/s | 155.8 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 2036 | 2020 | 127.2 MB/s | 126.2 MB/s | 112.0 us | 1.3 ms | 44.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.1 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2460 | 2491 | 153.8 MB/s | 155.7 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 335 | 360 | 20.9 MB/s | 22.5 MB/s | 14.1 ms | 15.6 ms | 14.1 ms | 14.7 ms | 64.0 KB |
64.0 KB | 784.0 us | 5.0 us |

|3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 2476 | 2488 | 154.8 MB/s | 155.5 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 2484 | 2489 | 155.3 MB/s | 155.6 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2472 | 2490 | 154.5 MB/s | 155.6 MB/s | 112.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2449 | 2507 | 153.1 MB/s | 156.7 MB/s | 116.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 2471 | 2485 | 154.4 MB/s | 155.3 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 11

次に、SCSIのターゲットのフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itl
2021-02-09 12:14:59.285397

Interface fc5/21
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 9236 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 9235 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 511.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 9235 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 3

次の例は、すべてのターゲット ITNを表示し、出力を NVMeの 5つのランダムレコードに制
限する方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --info --target-itn --interface fc8/15 --limit 5
2019-04-09 11:11:24.652190

Interface fc3/15
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read |

Write | Write | Write |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2396 | 2473 | 149.8 MB/s | 154.6 MB/s | 111.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2180 | 2250 | 136.3 MB/s | 140.7 MB/s | 110.0 us | 1.2 ms | 43.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.1 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2424 | 2463 | 151.5 MB/s | 154.0 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 2129 | 2202 | 133.1 MB/s | 137.6 MB/s | 110.0 us | 1.2 ms | 43.0 us | 37.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 992.0 us | 5.0 us |

|3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2457 | 2462 | 153.6 MB/s | 153.9 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 38.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 5

次の例は、すべてのターゲット ITLを表示し、SCSIの出力を 10のランダムレコードに制限す
る方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --info --target-itl --interface fc8/15 --limit 10
2019-04-09 11:11:24.652190

Interface fc5/21
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
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| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 9235 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 9235 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 9235 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 3

次に、NVMeのイニシエータ ITNの VSAN 3300に関するフローメトリックの表示方法の例を
示します：

switch# ShowAnalytics --info --initiator-itn --vsan 3300
2019-04-08 11:26:23.074904

Interface fc16/12
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+---------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+---------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read
| Write | Write | Write |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2466 | 2458 | 154.2 MB/s | 153.6 MB/s | 782.0 us | 2.1 ms | 635.0 us | 620.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 714.0 us | 567.0 us |
|3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 2466 | 2470 | 154.1 MB/s | 154.4 MB/s | 786.0 us | 2.0 ms | 641.0 us | 620.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 712.0 us | 561.0 us |
|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2432 | 2484 | 152.0 MB/s | 155.3 MB/s | 775.0 us | 2.1 ms | 629.0 us | 623.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 714.0 us | 564.0 us |
|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 2066 | 2031 | 129.2 MB/s | 126.9 MB/s | 723.0 us | 1.7 ms | 580.0 us | 569.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 470.0 us | 507.0 us |
|3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 339 | 347 | 21.2 MB/s | 21.7 MB/s | 15.3 ms | 16.1 ms | 15.2 ms | 15.2 ms | 64.0 KB
| 64.0 KB | 190.0 us | 518.0 us |
|3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 2436 | 2480 | 152.2 MB/s | 155.0 MB/s | 777.0 us | 2.0 ms | 632.0 us | 623.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 708.0 us | 563.0 us |
|3300 | 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 2475 | 2459 | 154.7 MB/s | 153.7 MB/s | 772.0 us | 2.1 ms | 625.0 us | 630.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 700.0 us | 569.0 us |
|3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2508 | 2448 | 156.8 MB/s | 153.0 MB/s | 775.0 us | 2.0 ms | 630.0 us | 626.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 704.0 us | 568.0 us |
|3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2427 | 2485 | 151.7 MB/s | 155.3 MB/s | 778.0 us | 2.0 ms | 634.0 us | 623.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 713.0 us | 561.0 us |
|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2246 | 2218 | 140.4 MB/s | 138.7 MB/s | 744.0 us | 1.8 ms | 600.0 us | 591.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 561.0 us | 530.0 us |
|3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2439 | 2478 | 152.4 MB/s | 154.9 MB/s | 776.0 us | 2.1 ms | 630.0 us | 628.0 us | 64.0 KB
| 64.0 KB | 711.0 us | 564.0 us |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+---------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 11

次に、SCSIのイニシエータ ITLのVSAN 2200に関するフローメトリックの表示方法の例を示
します：

switch# ShowAnalytics --info --initiator-itl --vsan 2200
2019-04-08 11:26:23.074904

Interface fc2/22
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80622 | 0007-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xc809a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80622 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe80ee0 | 18 | 0xc809a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 2.0 KB/s | 0 ns | 843.0 us | 0 ns | 179.0
us | 0 B | 4.0 KB | 7.0 us | 656.0 us |
|2200 | 0xe80ee0 | - | 0xe80622 | 0000-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 B/s | 0 B/s | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns | 0 B | 0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 5

次に、NVMeのターゲット ITNのインターフェイス fc3/15に関するフローメトリックの表示
方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itn --interface fc3/15
2019-04-09 11:11:17.974991

Interface fc3/15
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
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| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read |
Write | Write | Write |

| | | | | |
| | |

|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2475 | 2531 | 154.7 MB/s | 158.2 MB/s | 112.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2137 | 2158 | 133.6 MB/s | 134.9 MB/s | 112.0 us | 1.4 ms | 46.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.2 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2465 | 2530 | 154.1 MB/s | 158.2 MB/s | 115.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 39.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 1785 | 1796 | 111.6 MB/s | 112.2 MB/s | 112.0 us | 1.3 ms | 45.0 us | 38.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.1 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2512 | 2506 | 157.0 MB/s | 156.6 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 355 | 329 | 22.2 MB/s | 20.6 MB/s | 14.8 ms | 15.5 ms | 14.8 ms | 14.6 ms | 64.0 KB |
64.0 KB | 753.0 us | 5.0 us |

|3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 2465 | 2532 | 154.1 MB/s | 158.2 MB/s | 115.0 us | 1.5 ms | 47.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 2488 | 2520 | 155.5 MB/s | 157.5 MB/s | 115.0 us | 1.5 ms | 47.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2548 | 2497 | 159.3 MB/s | 156.1 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2476 | 2523 | 154.8 MB/s | 157.7 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 2487 | 2525 | 155.4 MB/s | 157.8 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 11

次に、SCSIのターゲット ITLのインターフェイス fc3/15に関するフローメトリックの表示方
法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itl --interface fc5/21
2019-04-09 11:11:17.974991

Interface fc5/21
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 9231 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 9231 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | 0xe805a0 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 9230 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 75.0 us | 0 ns | 25.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 3

次に、NVMeのターゲット ITNのインターフェイス fc3/15に関するフローメトリックとデバ
イスエイリアス情報と NVMeの出力を 10のランダムレコードに制限するの表示方法の例を
示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itn --alias --interface fc3/15 --limit 10
2019-04-09 12:04:07.032501

Interface fc3/15
+---------------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg
DAL | Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+---------------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read |

Write | Read | Write | Write | Write |
| | | | |

| | | |
|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2488 | 2514 | 155.5 MB/s | 157.1 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 46.0 us |
39.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2122 | 2154 | 132.6 MB/s | 134.7 MB/s | 111.0 us | 1.4 ms | 45.0 us |
40.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.2 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2492 | 2509 | 155.8 MB/s | 156.8 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 46.0 us |
40.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 1847 | 1752 | 115.4 MB/s | 109.5 MB/s | 112.0 us | 1.3 ms | 45.0 us |
39.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.1 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2523 | 2495 | 157.7 MB/s | 155.9 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us |
41.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 340 | 355 | 21.3 MB/s | 22.2 MB/s | 14.3 ms | 15.3 ms | 14.2 ms |
14.4 ms | 64.0 KB | 64.0 KB | 801.0 us | 5.0 us |

|3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 2495 | 2510 | 156.0 MB/s | 156.9 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 47.0 us |
40.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 2515 | 2496 | 157.2 MB/s | 156.0 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 47.0 us |
40.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2537 | 2484 | 158.6 MB/s | 155.3 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 46.0 us |
41.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2502 | 2510 | 156.4 MB/s | 156.9 MB/s | 113.0 us | 1.5 ms | 46.0 us |
41.0 us | 64.0 KB | 64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

+---------------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 10
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次に、SCSIのターゲット ITLのインターフェイス fc5/21に関するフローメトリックとデバイ
スエイリアス情報と SCSIの出力を 10のランダムレコードに制限するの表示方法の例を示し
ます：

switch# ShowAnalytics --info --target-itl --alias --interface fc5/21 --limit 10
2019-04-09 12:04:07.032501

Interface fc5/21
+--------------------------------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT

| Avg DAL | Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+--------------------------------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read |
Write | Read | Write | Read | Write | Write | Write |
| | | |

| | | | |
|2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5796 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 84.0
us | 0 ns | 29.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 5797 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 84.0
us | 0 ns | 29.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5797 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 84.0
us | 0 ns | 29.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe90440 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5797 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 122.0
us | 0 ns | 44.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe90440 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5796 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 124.0
us | 0 ns | 44.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe906c0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5797 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 130.0
us | 0 ns | 47.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe906c0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5796 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 131.0
us | 0 ns | 48.0 us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
+--------------------------------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 7

次に、NVMeのターゲット ITNのターゲット識別子 0xed0001に関するフローメトリックの表
示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itn --target 0xed0001
2019-04-09 11:16:26.246741

Interface fc3/15
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read |

Write | Write | Write |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2100 | 2173 | 131.2 MB/s | 135.8 MB/s | 110.0 us | 1.4 ms | 44.0 us | 38.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.2 ms | 5.0 us |

|3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 1964 | 1943 | 122.8 MB/s | 121.4 MB/s | 109.0 us | 1.2 ms | 43.0 us | 38.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.0 ms | 5.0 us |

+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 2

次に、SCSIのターゲット ITLのターゲット識別子 0xe80b40に関するフローメトリックの表示
方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itl --target 0xe80b40
2019-04-09 11:16:26.246741

Interface fc5/21
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe90440 | - | 0xe80b40 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5809 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 128.0 us | 0 ns | 48.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
|2200 | 0xe90440 | - | 0xe80b40 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5809 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 132.0 us | 0 ns | 48.0
us | 0 B | 511.0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 2

次に、ターゲットNVMeの ITNのイニシエータ識別子 0xc80004、ターゲット識別子 0xed0004
と名前空間 1のフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itn --initiator 0xc80004 --target 0xed0004 --namespace 1
2019-04-09 11:17:24.643292

B: Bytes, s: Seconds, Avg: Average, Acc: Accumulative,
ns: Nano Seconds, ms: Milli Seconds, us: Micro Seconds,
GB: Giga Bytes, MB: Mega Bytes, KB: Killo Bytes,
ECT: Exchange Completion Time, DAL: Data Access Latency
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Interface : fc3/15
+-------------------------------+----------+----------+------------+
| Metric | Min | Max | Avg |
+-------------------------------+----------+----------+------------+
| Read IOPS (4sec Avg) | NA | NA | 2391 |
| Write IOPS (4sec Avg) | NA | NA | 2517 |
| Read Throughput (4sec Avg) | NA | NA | 149.5 MB/s |
| Write Throughput (4sec Avg) | NA | NA | 157.3 MB/s |
| Read Size (Acc Avg) | 65536 B | 65536 B | 65536 B |
| Write Size (Acc Avg) | 65536 B | 65536 B | 65536 B |
| Read DAL (Acc Avg) | 12.0 us | 1.6 ms | 46.0 us |
| Write DAL (Acc Avg) | 10.0 us | 407.0 us | 40.1 us |
| Read ECT (Acc Avg) | 39.0 us | 1.9 ms | 113.8 us |
| Write ECT (Acc Avg) | 123.0 us | 3.6 ms | 1.5 ms |
| Write Host Delay (Acc Avg) | 51.0 us | 3.5 ms | 1.3 ms |
| Write Array Delay (Acc Avg) | NA | 31.0 us | 5.6 us |
| Write IO Seq count (Acc Avg) | 0 | 0 | 1 |
+-------------------------------+----------+----------+------------+

次に、ターゲット ITLのイニシエータ識別子 0xe90440、ターゲット識別子 0xe80b40と LUN
識別子 0001-0000-0000-0000のフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itl --initiator 0xe90440 --target 0xe80b40 --lun 0001-0000-0000-0000
2019-04-09 11:17:24.643292

B: Bytes, s: Seconds, Avg: Average, Acc: Accumulative,
ns: Nano Seconds, ms: Milli Seconds, us: Micro Seconds,
GB: Giga Bytes, MB: Mega Bytes, KB: Killo Bytes,
ECT: Exchange Completion Time, DAL: Data Access Latency

Interface : fc5/21
+-------------------------------+---------+--------+----------+
| Metric | Min | Max | Avg |
+-------------------------------+---------+--------+----------+
| Read IOPS (4sec Avg) | NA | NA | 0 |
| Write IOPS (4sec Avg) | NA | NA | 4112 |
| Read Throughput (4sec Avg) | NA | NA | 0 |
| Write Throughput (4sec Avg) | NA | NA | 2.0 MB/s |
| Read Size (Acc Avg) | 0 | 0 | 0 |
| Write Size (Acc Avg) | 512 B | 512 B | 512 B |
| Read DAL (Acc Avg) | 0 ns | 0 ns | 0 ns |
| Write DAL (Acc Avg) | 22.0 us | 2.4 ms | 46.1 us |
| Read ECT (Acc Avg) | 0 ns | 0 ns | 0 ns |
| Write ECT (Acc Avg) | 68.0 us | 2.5 ms | 126.6 us |
| Write Host Delay (Acc Avg) | 0 ns | 0 ns | 0 ns |
| Write Array Delay (Acc Avg) | NA | 0 ns | 0 ns |
| Write IO Seq count (Acc Avg) | 0 | 0 | 0 |
+-------------------------------+---------+--------+----------+

次に、ターゲット NVMeの ITNのイニシエータ識別子 0xc80005と名前空間 1のフローメト
リックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itn --initiator 0xc80005 --namespace 1
2019-04-09 11:18:40.132828

Interface fc3/15
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL | Avg IO
Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read |

Write | Write | Write |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2451 | 2478 | 153.2 MB/s | 154.9 MB/s | 114.0 us | 1.5 ms | 45.0 us | 40.0 us | 64.0 KB |
64.0 KB | 1.3 ms | 5.0 us |

+-----------------------------------------+--------------+--------------------------+---------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITNs: 1

次に、SCSIのターゲット ITLのイニシエータ識別子 0xe90440と LUN識別子
0001-0000-0000-0000のフローメトリックの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --info --target-itl --initiator 0xe90440 --lun 0001-0000-0000-0000
2019-04-09 11:18:40.132828

Interface fc5/21
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS | Avg Throughput | Avg ECT | Avg DAL

| Avg IO Size | Avg Host Delay | Avg Array Delay |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write | Read | Write | Read | Write
| Read | Write | Write | Write |

| | | | |
| | | |

|2200 | 0xe90440 | - | 0xe80b40 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5816 | 0 B/s | 2.8 MB/s | 0 ns | 131.0 us | 0 ns | 48.0
us | 0 B | 512.0 B | 0 ns | 0 ns |
+----------------------------------------------------------+--------------+--------------------------+--------------------+--------------------+----------------------+----------------+-----------------+
Total number of ITLs: 1
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フローメトリックの詳細については、フローメトリックを参照してください。

次の例は、NVMeの 1秒あたりの I/O操作数（IOPS）の上位 ITNを表示する方法を表示しま
す：

switch# ShowAnalytics --top --nvme

2019-06-13 10:56:49.099069

+--------+-------------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS |
+--------+-------------------------------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 2547 | 2474 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2521 | 2486 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 2506 | 2499 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 2516 | 2483 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2516 | 2482 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 2508 | 2484 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 2481 | 2505 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 2469 | 2517 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 2057 | 2021 |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 1893 | 1953 |
+--------+-------------------------------------------+-------------------+

次の例は、1秒あたりの I/O操作数（IOPS）の上位 ITLを表示する方法を表示します：

switch# ShowAnalytics --top

2019-06-13 10:56:49.099069

+--------+-----------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN|Initiator|Target|LUN | Avg IOPS |
+--------+-----------------------------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0001-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0003-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0002-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0005-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0006-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0007-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0008-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0009-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|000a-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|000b-0000-0000-0000 | 118 | 0 |
+--------+-----------------------------------------+-------------------+

次の例は、I/Oサイズの上位 ITLを表示する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --top --key IOSIZE
Data collected at : Tue, 07 Jun 2022 12:16:09 +0530

+--------+-----------------------------------------------------+----------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | LUN | Avg IO Size |
+--------+-----------------------------------------------------+----------------------+
| | | Read | Write |
| fc2/2 | 2200 | 0xc80760 | 0xee0000 | 0003-0000-0000-0000 | 0 B | 5.8 KB |
| fc2/19 | 2200 | 0xee024b | 0xe80441 | 000c-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/19 | 2200 | 0xee0252 | 0xe80926 | 0018-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/19 | 2200 | 0xee024c | 0xe80920 | 002f-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/20 | 2200 | 0xee0253 | 0xe80927 | 0051-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |0
| fc2/20 | 2200 | 0xee0253 | 0xe80927 | 000f-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/19 | 2200 | 0xee024c | 0xe80920 | 0006-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/20 | 2200 | 0xee024c | 0xe80920 | 0049-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/19 | 2200 | 0xee0250 | 0xe80924 | 0029-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
| fc2/19 | 2200 | 0xee0251 | 0xe80925 | 0034-0000-0000-0000 | 0 B | 4.0 KB |
+--------+-----------------------------------------------------+----------------------+

次に、 ITLのイニシエータフローの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --top --initiator-flow

Data collected at : Tue, 07 Jun 2022 12:20:28 +0530

+---------+-------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Avg IOPS |
+---------+-------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0 | 29037 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0 | 19919 |
| fc2/2 | 2200 | 0xc80760 | 0 | 31 |
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| fc12/17 | 2200 | 0xc80600 | 0 | 0 |
| fc2/20 | 2200 | 0xee01cc | 0 | 0 |
| fc2/20 | 2200 | 0xee006e | 0 | 0 |
| fc2/19 | 2200 | 0xee0272 | 0 | 0 |
| fc2/20 | 2200 | 0xee02b2 | 0 | 0 |
| fc2/20 | 2200 | 0xee02d1 | 0 | 0 |
| fc2/19 | 2200 | 0xee02b3 | 0 | 0 |
+---------+-------------------+-------------------+

次に、 ITLのターゲットフローの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --top --target-flow

Data collected at : Tue, 07 Jun 2022 12:20:42 +0530

+--------+-------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Target | Avg IOPS |
+--------+-------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc1/22 | 2200 | 0xc80329 | 0 | 20269 |
| fc1/23 | 2200 | 0xc80349 | 0 | 20262 |
| fc1/24 | 2200 | 0xc80369 | 0 | 20196 |
| fc1/34 | 2200 | 0xc804a9 | 0 | 20177 |
| fc1/36 | 2200 | 0xc804c9 | 0 | 20165 |
| fc1/35 | 2200 | 0xc80589 | 0 | 20095 |
| fc1/33 | 2200 | 0xc80469 | 0 | 20042 |
| fc1/1 | 2200 | 0xc80029 | 0 | 18684 |
| fc1/2 | 2200 | 0xc80069 | 0 | 18663 |
| fc1/15 | 2200 | 0xc80249 | 0 | 18654 |
+--------+-------------------+-------------------+

次に、 ITLのフローの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --top --it-flow
Data collected at : Tue, 07 Jun 2022 12:21:58 +0530

+--------+-------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | Avg IOPS |
+--------+-------------------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0 | 28321 |
| fc1/22 | 2200 | 0xc809e9 | 0xc80329 | 0 | 20274 |
| fc1/24 | 2200 | 0xc80a29 | 0xc80369 | 0 | 20244 |
| fc1/23 | 2200 | 0xc80a09 | 0xc80349 | 0 | 20244 |
| fc1/34 | 2200 | 0xc80b49 | 0xc804a9 | 0 | 20181 |
| fc1/36 | 2200 | 0xc80b89 | 0xc804c9 | 0 | 20173 |
| fc1/35 | 2200 | 0xc80b69 | 0xc80589 | 0 | 20054 |
| fc1/33 | 2200 | 0xc80b29 | 0xc80469 | 0 | 20019 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 0 | 19425 |
| fc1/1 | 2200 | 0xc80ac9 | 0xc80029 | 0 | 18659 |
+--------+-------------------------------+-------------------+

次に、 ITLのイニシエータ、ターゲットと LUNフローの表示方法の例を示します：

switch# ShowAnalytics --top --noclear
Data collected at : Tue, 07 Jun 2022 12:27:38 +0530
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+--------+-----------------------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | LUN | Avg IOPS

|
+--------+-----------------------------------------------------+-------------------+
| | | Read |
Write |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0064-0000-0000-0000 | 0 |
567 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 003b-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 004e-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0043-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 0038-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 0040-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0061-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0014-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 001e-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 001d-0000-0000-0000 | 0 |
283 |
+--------+-----------------------------------------------------+-------------------+

Data collected at : Tue, 07 Jun 2022 12:27:45 +0530

+--------+-----------------------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | LUN | Avg IOPS

|
+--------+-----------------------------------------------------+-------------------+
| | | Read |
Write |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0064-0000-0000-0000 | 0 |
554 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 003b-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 004e-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0043-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 0038-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 0040-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0061-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 0014-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e1 | 0xc80701 | 001e-0000-0000-0000 | 0 |
277 |
| fc1/29 | 2200 | 0xc803e0 | 0xc80700 | 001d-0000-0000-0000 | 0 |
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277 |
+--------+-----------------------------------------------------+-------------------+

次の例は、NMVeのスループットの上位 ITNを段階的に表示する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --top --key thput --progress --nvme

2019-06-13 10:58:16.015546

+--------+-------------------------------------------+-------------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg Throughput |
+--------+-------------------------------------------+-------------------------+
| | | Read | Write |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 159.1 MB/s | 154.6 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 157.4 MB/s | 155.0 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 157.7 MB/s | 154.3 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 157.1 MB/s | 154.8 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 155.5 MB/s | 155.4 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 153.8 MB/s | 156.6 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 152.2 MB/s | 157.1 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 150.9 MB/s | 158.1 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 133.7 MB/s | 133.3 MB/s |
| fc3/15 | 3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 118.4 MB/s | 120.2 MB/s |
+--------+-------------------------------------------+-------------------------+

次の例は、スループットの上位 ITLを段階的に表示する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --top --key thput --progress

2019-06-13 10:58:16.015546

+--------+-----------------------------------------+-------------------------+
| PORT | VSAN|Initiator|Target|LUN | Avg THROUGHPUT |
+--------+-----------------------------------------+-------------------------+
| | | Read | Write |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|000f-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b3|0xef0681|000a-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b3|0xef0681|0014-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b4|0xef0682|000f-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b5|0xef0683|000a-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b5|0xef0683|000f-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b5|0xef0683|0013-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b6|0xef0684|0013-0000-0000-0000 | 133.8 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b2|0xef0680|0004-0000-0000-0000 | 133.5 KB/s | 0 |
| fc8/10 | 5|0xed04b3|0xef0681|0009-0000-0000-0000 | 133.5 KB/s | 0 |
+--------+-----------------------------------------+-------------------------+

この例は、NVMeの 1秒あたりの I/O操作（IOPS）が最も高い ITNを表示する方法を示してい
ます。オプション --aliasにより、イニシエータおよびターゲットデバイスのエイリアス情報
が表示されます。

switch# ShowAnalytics --top --alias --nvme

2021-02-09 09:15:25.445815

+--------+-----------------------------------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | Target | Namespace | Avg IOPS |
+--------+-----------------------------------------------------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2518 | 2459 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2499 | 2470 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2491 | 2472 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2491 | 2471 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2457 | 2487 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2445 | 2496 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2440 | 2495 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2434 | 2499 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2197 | 2199 |
| fc3/15 | 3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 1987 | 1982 |
+--------+-----------------------------------------------------------------+-------------------+

この例は、SCSIの 1秒あたりの I/O操作（IOPS）が最も高い ITLを表示する方法を示してい
ます。オプション --aliasにより、イニシエータおよびターゲットデバイスのエイリアス情報
が表示されます。

switch# ShowAnalytics --top --alias

2021-02-09 09:15:25.445815

+--------+----------------------------------------------------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS |
+--------+----------------------------------------------------------------------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc5/22 | 2200 | 0xe90460 | - | 0xe80b60 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 9124 |
| fc5/22 | 2200 | 0xe90460 | - | 0xe80b60 | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 9124 |
| fc5/22 | 2200 | 0xe90460 | - | 0xe80b60 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 9123 |
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| fc5/21 | 2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 5718 |
| fc5/21 | 2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5718 |
| fc5/21 | 2200 | 0xe906c0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5718 |
| fc5/21 | 2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5717 |
| fc5/21 | 2200 | 0xe90440 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5717 |
| fc5/21 | 2200 | 0xe90440 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 5717 |
| fc5/21 | 2200 | 0xe906c0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 5717 |
+--------+----------------------------------------------------------------------------------+-------------------+

この例は、1秒あたりの I/O操作（IOPS）が最も高い ITLを表示する方法を示しています。オ
プション --aliasにより、イニシエータおよびターゲットデバイスのエイリアス情報が表示さ
れます。

switch# ShowAnalytics --top --alias

2021-02-09 09:15:25.445815

+-------+----------------------------------------------------------------------------------+-------------------+
| PORT | VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Avg IOPS |
+-------+----------------------------------------------------------------------------------+-------------------+
| | | Read | Write |
| fc1/2 | 20 | tie-2000012341newdev | 89 | tie-2000012341newdev | 0000-0000-0000-0000 | 0 | 1769 |
| fc1/1 | 20 | tie-2000012341newdev | 89 | tie-2000012341newdev | 0000-0000-0000-0000 | 0 | 1769 |
+-------+----------------------------------------------------------------------------------+-------------------+

次の例は、すべてのターゲット ITNのエラーを表示し、NVMeの出力を 10のランダムレコー
ドに制限する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --errors --target-itn --limit 10
2019-05-23 11:28:34.926267

Interface fc3/15
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
| VSAN | Initiator | Target | Namespace | Total NVMe Failures | Total FC Aborts |
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write |
| | | |
| 3300 | 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 0 | 0 | 1260 | 1210 |
| 3300 | 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 3300 | 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 0 | 0 | 0 | 0 |
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+

次の例は、すべてのターゲット ITLのエラーを表示し、出力を 10のランダムレコードに制限
する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --errors --target-itl --limit 10
2019-05-23 11:28:34.926267

Interface fc8/7
+-----------------------------------------+---------------------+-----------------+
| VSAN|Initiator|Target|LUN | Total SCSI Failures | Total FC Aborts |
+-----------------------------------------+---------------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write |
| | | |
| 5|0xed0332|0xef0592|000f-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed0342|0xef05a2|000a-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed0332|0xef0592|0008-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed0340|0xef05a0|0010-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed0322|0xef0582|0008-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed032c|0xef058c|0014-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed033a|0xef059a|000d-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed034a|0xef05aa|0005-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed033a|0xef059a|0007-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
| 5|0xed034a|0xef05aa|0013-0000-0000-0000 | 0 | 0 | 0 | 0 |
+-----------------------------------------+---------------------+-----------------+

次の例では、NVMe障害がゼロ以外のすべての ITNを表示し、カウントを元に戻す方法を示し
ます：

switch# ShowAnalytics --errorsonly --initiator-itn
2019-04-09 11:27:42.496294

Interface fc16/12
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
| VSAN | Initiator | Target | Namespace | Total NVMe Failures | Total FC Aborts |
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write |
| | | |
| 3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 0 | 0 | 1635 | 1631 |
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
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次の例は、SCSI障害がゼロ以外のすべての ITLを表示し、カウントを戻す方法を示していま
す：

switch# ShowAnalytics --errorsonly --initiator-itl
2019-04-09 11:27:42.496294

Interface fc8/27
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
| VSAN|Initiator|Target|LUN | Total SCSI Failures | Total FC Aborts |
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+
| | Read | Write | Read | Write |
| | | |
| 311|0x900000|0xc90000|0000-0000-0000-0000 | 0 | 42 | 0 | 0 |
+-------------------------------------------+---------------------+-----------------+

この例は、SCSI障害がゼロ以外の 10のランダム ITLを表示し、カウントを戻す方法を示して
います。デバイスエイリアス（存在する場合）は、イニシエータとターゲットの両方に含まれ

ます。

switch# ShowAnalytics --errorsonly --initiator-itl --alias --limit 10
2019-04-09 12:06:19.847350

Interface fc1/26
+-------------------------------------------+-------------------+---------------+----------------------+-------------------+
| VSAN|Initiator|Target|LUN |Total SCSI Failures|Total FC Aborts|Initiator Device alias|Target Device alias|
+-------------------------------------------+-------------------+---------------+----------------------+-------------------+
| | Read | Write | Read | Write| | |
| | | | | |
| 108|0xee0467|0x70039b|0001-0000-0000-0000 | 0 | 1 | 0 | 0 | | SB_112_port_T_18_7|
| 108|0xee0401|0xbc092b|0002-0000-0000-0000 | 10 | 16 | 0 | 0 | | SB_112_port_T_0_1 |
| 108|0xee0441|0xbc092b|0003-0000-0000-0000 | 3 | 13 | 0 | 0 | SB_112_port_I_7_1 | SB_112_port_T_0_1 |
| 108|0xee0401|0xbc0996|0001-0000-0000-0000 | 3 | 0 | 0 | 0 | | |
| 108|0xee0441|0xbc0996|0002-0000-0000-0000 | 0 | 3 | 0 | 0 | SB_112_port_I_7_1 | |
| 108|0xee0481|0xbc0996|0004-0000-0000-0000 | 0 | 4 | 0 | 0 | | |
| 108|0xee0403|0xbc092d|0000-0000-0000-0000 | 12 | 8 | 0 | 0 | | SB_112_port_T_0_3 |
| 108|0xee0443|0xbc092d|0001-0000-0000-0000 | 3 | 12 | 0 | 0 | SB_112_port_I_7_3 | SB_112_port_T_0_3 |
| 108|0xee0443|0xbc0998|0000-0000-0000-0000 | 1 | 0 | 0 | 0 | SB_112_port_I_7_3 | |
+-------------------------------------------+-------------------+---------------+----------------------+-------------------+

次の例は、NVMeのターゲット ITNのターゲット識別子 0xed0000の最小、最大、およびピー
クフローメトリックを表示する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --minmax --target-itn --target 0xed0000
2019-04-09 11:22:08.652598
Interface fc3/15

+-----------------------------------------+---------------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Peak IOPS* | Peak Throughput* | Read ECT* | Write ECT* |
Host Delay* | Array Delay* | Write IO sequence* |
+-----------------------------------------+---------------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
| | Read | Write | Read | Write | Min | Max | Min | Max | Min

| Max | Min | Max | Min | Max |
| | | | | |

| | |
|3300 | 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 383 | 379 | 24.0 MB/s | 23.7 MB/s | 2.6 ms | 26.7 ms | 3.5 ms | 28.7 ms | 12.0
us | 3.1 ms | NA | 1.4 ms | 0 | 0 |
+-----------------------------------------+---------------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
Total number of ITNs: 1
*These values are calculated since the metrics were last cleared.

次の例は、SCSIのターゲット ITLのターゲット識別子 0xe80b40の最小、最大、およびピーク
フローメトリックを表示する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --minmax --target-itl --target 0xe80b40
2019-04-09 11:22:08.652598

Interface fc5/21
+----------------------------------------------------------+-------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Peak IOPS* | Peak Throughput* | Read ECT* | Write ECT*

| Host Delay* | Array Delay* | Write IO sequence* |
+----------------------------------------------------------+-------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
| |Read | Write | Read | Write | Min | Max | Min | Max

| Min | Max | Min | Max | Min | Max |
| | | | |

| | | |
|2200 | 0xe90440 | - | 0xe80b40 | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 8361 | 0 B/s | 4.1 MB/s | 0 ns | 0 ns | 68.0 us | 2.6
ms | 0 ns | 0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe90440 | - | 0xe80b40 | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 7814 | 0 B/s | 3.8 MB/s | 0 ns | 0 ns | 69.0 us | 2.6
ms | 0 ns | 0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
+----------------------------------------------------------+-------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
Total number of ITLs: 2
*These values are calculated since the metrics were last cleared.
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次の例は、ターゲット ITNのインターフェイス fc3/15のデバイスエイリアス情報、最小、最
大、およびピークフローメトリックを表示し、NVMeの出力を 10のランダムレコードに制
限する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --minmax --target-itn --alias --interface fc3/15 --limit 10
2019-04-09 12:01:40.609197

Interface fc3/15
+---------------------------------------------------------------+-----------------------+--------------------------+--------------------+---------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
|VSAN | Initiator | Target | Namespace | Peak IOPS* | Peak Throughput* | Read ECT* | Write ECT* | Host Delay*

| Array Delay* | Write IO sequence* |
+---------------------------------------------------------------+-----------------------+--------------------------+--------------------+---------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
| | Read | Write | Read | Write | Min | Max | Min | Max | Min | Max

| Min | Max | Min | Max |
| | | | | |

| | |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2674 | 2595 | 167.1 MB/s | 162.2 MB/s | 38.0 us | 2.3 ms | 69.0 us | 3.9 ms | 12.0 us | 3.7
ms | NA | 36.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 10199 | 10163 | 637.4 MB/s | 635.2 MB/s | 9.0 us | 2.4 ms | 65.0 us | 3.9 ms | 12.0 us | 3.7
ms | NA | 32.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2618 | 2587 | 163.6 MB/s | 161.7 MB/s | 39.0 us | 2.4 ms | 69.0 us | 3.8 ms | 12.0 us | 3.6
ms | NA | 34.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2288 | 2287 | 143.0 MB/s | 143.0 MB/s | 37.0 us | 2.4 ms | 69.0 us | 4.0 ms | 12.0 us | 3.7
ms | NA | 35.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2624 | 2583 | 164.0 MB/s | 161.4 MB/s | 38.0 us | 2.5 ms | 108.0 us | 3.6 ms | 12.0 us | 3.4
ms | NA | 33.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 383 | 379 | 24.0 MB/s | 23.7 MB/s | 2.6 ms | 27.0 ms | 3.5 ms | 28.7 ms | 12.0 us | 3.1
ms | NA | 1.4 ms | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2624 | 2587 | 164.0 MB/s | 161.7 MB/s | 38.0 us | 2.4 ms | 69.0 us | 3.7 ms | 12.0 us | 3.5
ms | NA | 39.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2621 | 2597 | 163.8 MB/s | 162.3 MB/s | 38.0 us | 2.4 ms | 77.0 us | 3.9 ms | 12.0 us | 3.5
ms | NA | 31.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2646 | 2590 | 165.4 MB/s | 161.9 MB/s | 38.0 us | 2.6 ms | 69.0 us | 3.8 ms | 12.0 us | 3.6
ms | NA | 33.0 us | 0 | 0 |
|3300 | sanblaze-147-port7-p | sanblaze-147-port6-p | 1 | 2651 | 2594 | 165.7 MB/s | 162.2 MB/s | 39.0 us | 2.6 ms | 69.0 us | 3.6 ms | 12.0 us | 3.5
ms | NA | 32.0 us | 0 | 0 |
+---------------------------------------------------------------+-----------------------+--------------------------+--------------------+---------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
Total number of ITNs: 10
*These values are calculated since the metrics were last cleared.

次に、ターゲット ITLのインターフェイス fc5/21のデバイスエイリアス情報、最小、最大、
およびピークフローメトリックを表示し、SCSIの出力を 10のランダムレコードに制限する
例を示します：

switch# ShowAnalytics --minmax --target-itl --alias --interface fc5/21 --limit 10
2019-04-09 12:01:40.609197

Interface fc5/21
+--------------------------------------------------------------------------------+-------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
|VSAN | Initiator | VMID | Target | LUN | Peak IOPS* | Peak Throughput* | Read ECT* | Write ECT* | Host
Delay* | Array Delay* | Write IO sequence* |
+--------------------------------------------------------------------------------+-------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
| |Read | Write | Read | Write | Min | Max | Min | Max | Min |

Max | Min | Max | Min | Max |
| | | | | |

| | |
|2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 9242 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 0 ns | 66.0 us | 2.6 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0003-0000-0000-0000 | 0 | 9243 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 0 ns | 66.0 us | 2.6 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe902e0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 9242 | 0 B/s | 4.5 MB/s | 0 ns | 0 ns | 66.0 us | 2.6 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe90440 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 8361 | 0 B/s | 4.1 MB/s | 0 ns | 0 ns | 68.0 us | 2.6 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe90440 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 7814 | 0 B/s | 3.8 MB/s | 0 ns | 0 ns | 69.0 us | 2.6 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe906c0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0001-0000-0000-0000 | 0 | 7779 | 0 B/s | 3.8 MB/s | 0 ns | 0 ns | 69.0 us | 2.7 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
|2200 | 0xe906c0 | - | Tgt_9706_206_fc5_21_ | 0002-0000-0000-0000 | 0 | 7779 | 0 B/s | 3.8 MB/s | 0 ns | 0 ns | 69.0 us | 2.6 ms | 0 ns |

0 ns | NA | 0 ns | 0 | 0 |
+--------------------------------------------------------------------------------+-------------+--------------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+--------------------+
Total number of ITLs: 7
*These values are calculated since the metrics were last cleared.

次の例は、インターフェイスの範囲の NPU負荷を表示する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --evaluate-npuload --interface fc8/7-8
2019-05-09 10:56:54.021234
There are 2 interfaces to be evaluated. Expected time is 2 minutes 0 seconds
Do you want to continue [Yes|No]? [n]y
+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
| Interface | ITL/N Count | NPU Load % | Analyis | Analysis |
| | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total | Start Time | End Time |
+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
| fc8/7 | 1000 | 0 | 1000 | 8.1 | 0.0 | 8.1 | 10:57:20 | 10:57:52 |
| fc8/8 | 1000 | 0 | 1000 | 8.1 | 0.0 | 8.1 | 10:58:20 | 10:58:51 |
| | | | | | | | | |
| *Total | 2000 | 0 | 2000 | 16.2 | 0.0 | 16.2 | | |
+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
* This total is an indicative reference based on evaluated ports
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NPU負荷の評価には時間がかかります。評価プロセス中にスイッチへの接続が失われた場合、
プロセスは完了するまでバックグラウンドで実行され続け、出力はファイルに保存されます。

プロセスが完了すると、syslogメッセージが生成され、ファイル名と出力が保存されるファイ
ルの場所が示されます。

（注）

次に、ブートフラッシュの output.txtという名前のファイルに出力を複製する例を示します：

--outfileオプションをすべての ShowAnalyticsコマンドオプションとともに使用して、コマン
ド出力をファイルに複製できます。

（注）

switch# ShowAnalytics --evaluate-npuload --outfile output.txt
2020-11-24 13:42:19.510351
There are 4 interfaces to be evaluated. Expected time is 4 minutes 0 seconds
Do you want to continue [Yes|No]? [n]y
Module 1
+-----------+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
| Interface | Type | ITL/N Count | NPU Load % | Analyis | Analysis |
| | | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total | Start Time | End Time |
+-----------+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
| fc1/1 | Target | 1 | 0 | 1 | 0.6 | 0.0 | 0.6 | 13:42:40 | 13:43:11 |
| fc1/2 | Initiator | 1 | 0 | 1 | 0.6 | 0.0 | 0.6 | 13:43:40 | 13:44:11 |
| | | | | | | | | | |
| *Total | | 2 | 0 | 2 | 1.2 | 0.0 | 1.2 | | |
+-----------+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
Recommended port sampling size: 48

* This total is an indicative reference based on evaluated ports

Errors:
------

Traffic is not running on port fc1/47
Traffic is not running on port fc1/48

次の例は、出力を bootflash：の output.txtという名前のファイルに追加する方法を示していま
す。このファイルには、すでにいくつかの出力が含まれています：

switch# ShowAnalytics --evaluate-npuload --appendfile output.txt
2020-11-24 13:45:07.535440
There are 4 interfaces to be evaluated. Expected time is 4 minutes 0 seconds
Do you want to continue [Yes|No]? [n]y
Module 1
+-----------+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
| Interface | Type | ITL/N Count | NPU Load % | Analyis | Analysis |
| | | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total | Start Time | End Time |
+-----------+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
| fc1/1 | Target | 1 | 0 | 1 | 0.6 | 0.0 | 0.6 | 13:45:40 | 13:46:11 |
| fc1/2 | Initiator | 1 | 0 | 1 | 0.6 | 0.0 | 0.6 | 13:46:40 | 13:47:11 |
| | | | | | | | | | |
| *Total | | 2 | 0 | 2 | 1.2 | 0.0 | 1.2 | | |
+-----------+-----------+--------+--------+---------+------+------+-------+------------+----------+
Recommended port sampling size: 48

* This total is an indicative reference based on evaluated ports

Errors:
------

Traffic is not running on port fc1/47
Traffic is not running on port fc1/48

次に、NVMeの VSANスループット情報を表示する例を示します：

switch# ShowAnalytics --vsan-thput --nvme
2019-05-09 14:02:07.940600

Interface fc16/12
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 3300 | 1605.8 | 1626.8 | 3232.6 |
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+------+--------+--------+--------+
Note: This data is only for NVMe

次に、SCSIの VSANスループット情報を表示する例を示します：

switch# ShowAnalytics --vsan-thput
2019-05-09 14:02:07.940600

Interface fc8/17
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 5 | 0.0 | 0.0 | 0.0 |
+------+--------+--------+--------+

Interface fc8/18
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 5 | 0.0 | 0.0 | 0.0 |
+------+--------+--------+--------+

Interface fc8/19
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 5 | 0.0 | 0.0 | 0.0 |
+------+--------+--------+--------+

Interface fc8/20
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 5 | 0.0 | 0.0 | 0.0 |
+------+--------+--------+--------+

Interface fc8/21
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 3500 | 301.9 | 302.8 | 604.7 |
+------+--------+--------+--------+

Interface fc8/22
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 3500 | 302.7 | 304.8 | 607.5 |
+------+--------+--------+--------+
Note: This data is only for SCSI

次に、ポートチャンネルの VSANスループット情報を表示する例を示します：

switch# ShowAnalytics --vsan-thput --interface port-channel108
2019-05-09 15:01:32.538121

Interface port-channel108
+------+--------+--------+--------+
| VSAN | Throughput (4s avg) |
| | Read | Write | Total |
| | (MBps) | (MBps) | (MBps) |
+------+--------+--------+--------+
| 1 | 0.0 | 0.0 | 0.0 |
| 5 | 145.9 | 0.0 | 145.9 |
| 3500 | 561.9 | 558.6 | 1120.5 |
+------+--------+--------+--------+
Note: This data is only for SCSI

次の例は、NVMeのインターフェイスの ITNごとの未処理の IOを表示する方法を示していま
す：

switch# ShowAnalytics --outstanding-io --interface fc16/12 --nvme
2019-05-20 11:59:48.306396
Interface : fc16/12 VSAN : 3300 FCNS_type : Initiator

+------------------------------------+----------------+
| Initiator | Target | Namespace | Outstanding IO |
+------------------------------------+----------------+
| | Read | Write |
| | |
| 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 3 | 6 |
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| 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 5 | 5 |
| 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 1 | 10 |
| 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 2 | 7 |
| 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 6 | 5 |
| 0xc80008 | 0xed0008 | 1 | 1 | 7 |
| 0xc80009 | 0xed0009 | 1 | 3 | 4 |
| 0xc80004 | 0xed0004 | 1 | 3 | 6 |
| 0xc80006 | 0xed0006 | 1 | 2 | 5 |
| 0xc80000 | 0xed0001 | 1 | 3 | 4 |
| 0xc80003 | 0xed0003 | 1 | 4 | 4 |
+------------------------------------+----------------+
Instantaneous Qdepth : 96

次の例は、SCSIのインターフェイスの ITLごとの未処理の IOを表示する方法を示していま
す：

switch# ShowAnalytics --outstanding-io --interface fc8/7
2019-05-20 11:59:48.306396

Interface : fc8/7 VSAN : 5 FCNS_type : Target

+---------------------------------------+----------------+
| Initiator|Target|LUN | Outstanding IO |
+---------------------------------------+----------------+
| | Read | Write |
| | |
| 0xed0320|0xef0580|0001-0000-0000-0000 | 2 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0002-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0003-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0004-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0005-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0006-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0007-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0008-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0009-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|000a-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
+---------------------------------------+----------------+
Instantaneous Qdepth : 11

出力の Instantaneous Qdepth値は、指定されたインターフェイスで現在現用系な IOの数を表し
ます。

（注）

次の例は、インターフェイスの ITNごとの未処理の IOを表示し、出力を 10レコードに制限
し、NVMeのデータを定期的に更新する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --outstanding-io --interface fc8/7 --limit 10 --refresh --nvme
2019-05-20 12:00:21.028228
Interface : fc16/12 VSAN : 3300 FCNS_type : Initiator

+------------------------------------+----------------+
| Initiator | Target | Namespace | Outstanding IO |
+------------------------------------+----------------+
| | Read | Write |
| | |
| 0xc80002 | 0xed0002 | 1 | 2 | 7 |
| 0xc80007 | 0xed0007 | 1 | 3 | 5 |
| 0xc80005 | 0xed0005 | 1 | 1 | 8 |
| 0xc80001 | 0xed0001 | 1 | 1 | 0 |
| 0xc80000 | 0xed0000 | 1 | 5 | 6 |
+------------------------------------+----------------+

次の例は、インターフェイスの ITLごとの未処理の IOを表示し、出力を 10レコードに制限
し、SCSIのデータを定期的に更新する方法を示しています：

switch# ShowAnalytics --outstanding-io --interface fc8/7 --limit 10 --refresh
2019-05-20 12:00:21.028228

Interface : fc8/7 VSAN : 5 FCNS_type : Target

+---------------------------------------+----------------+
| Initiator|Target|LUN | Outstanding IO |
+---------------------------------------+----------------+
| | Read | Write |
| | |
| 0xed0320|0xef0580|0001-0000-0000-0000 | 0 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0002-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0003-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0004-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0005-0000-0000-0000 | 0 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0006-0000-0000-0000 | 0 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0007-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0008-0000-0000-0000 | 0 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|0009-0000-0000-0000 | 1 | 0 |
| 0xed0320|0xef0580|000a-0000-0000-0000 | 1 | 0 |

SANアナリティクスの設定
89

SANアナリティクスの設定

例：ShowAnalyticsオーバーレイ CLIの使用



+---------------------------------------+----------------+
Estimated Qdepth : 6

この例では、ターゲット ITLのイニシエータ識別子0xee008e、ターゲット識別子0xe80b22、お
よび LUN識別子 0060-0000-0000-0000のヒストグラムを表示する方法を示します

switch# ShowAnalytics --histogram --initiator-itl --initiator 0xee008e --target 0xe80b22 --lun 0060-0000-0000-0000

Starting histogram monitor session
Session ID: 15789
+----------------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 15:29:30 |
+----------------+------------+
| IOPS Read | 0 |
| IOPS Write | 11 |
| ECT Read | 0 ns |
| ECT Write | 28.1 ms |
| DAL Read | 0 ns |
| DAL Write | 13.7 ms |
| FAILURES Read | 0 |
| FAILURES Write | 0 |
| ABORTS Read | 0 |
| ABORTS Write | 0 |
+----------------+------------+
Histogram data will get updated every 5 mins

この例では、ターゲット ITLのイニシエータ識別子0xee008eおよびターゲット識別子0xe80b22
のヒストグラムを表示する方法を示します。

switch# ShowAnalytics --histogram --initiator-it --initiator 0xee008e --target 0xe80b22

Starting histogram monitor session
Session ID: 16205
+----------------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 15:30:13 |
+----------------+------------+
| IOPS Read | 0 |
| IOPS Write | 106 |
| ECT Read | 0 ns |
| ECT Write | 28.1 ms |
| DAL Read | 0 ns |
| DAL Write | 13.7 ms |
| FAILURES Read | 0 |
| FAILURES Write | 0 |
| ABORTS Read | 0 |
| ABORTS Write | 0 |
+----------------+------------+
Histogram data will get updated every 5 mins

この例は、すべてのセッションのヒストグラムを表示する方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --histogram --show-sessions

+------------+----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------+
| Session ID | Arguments |
+------------+----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------+
| 15789 | --initiator-itl --initiator 0xee008e --target 0xe80b22 --lun 0060-0000-0000-0000 --interval 5 --metric IOPS,ECT,DAL,ERRORS |
| 16205 | --initiator-it --initiator 0xee008e --target 0xe80b22 --interval 5 --metric IOPS,ECT,DAL,ERRORS |
| 20924 | --target-itl --initiator 0xc80ba3 --target 0xc804e3 --lun 0002-0000-0000-0000 --interval 5 --metric IOPS,ECT,DAL,ERRORS |
+------------+----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------+

Analytic-scale184# ShowAnalytics --histogram --sessionId 16205
+----------------+------------+------------+------------+
| | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 |
| Metric | 15:40:15 | 15:35:14 | 15:30:13 |
+----------------+------------+------------+------------+
| IOPS Read | 0 | 0 | 0 |
| IOPS Write | 95 | 142 | 106 |
| ECT Read | 0 ns | 0 ns | 0 ns |
| ECT Write | 28.2 ms | 27.7 ms | 28.1 ms |
| DAL Read | 0 ns | 0 ns | 0 ns |
| DAL Write | 13.7 ms | 13.6 ms | 13.7 ms |
| FAILURES Read | 0 | 0 | 0 |
| FAILURES Write | 0 | 0 | 0 |
| ABORTS Read | 0 | 0 | 0 |
| ABORTS Write | 0 | 0 | 0 |
+----------------+------------+------------+------------+

この例は、停止した特定のセッション15789のヒストグラムを表示する方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --histogram --stop-session --sessionId 15789

Stopping session id: 15789

Analytic-scale184# ShowAnalytics --histogram --initiator-itn --initiator 0xc80960 --target 0xe80641 --namespace 3
Starting histogram monitor session
Session ID: 27792
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+----------------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 15:47:11 |
+----------------+------------+
| IOPS Read | 0 |
| IOPS Write | 0 |
| ECT Read | 433.0 us |
| ECT Write | 1.0 ms |
| DAL Read | 421.0 us |
| DAL Write | 339.0 us |
| FAILURES Read | 0 |
| FAILURES Write | 0 |
| ABORTS Read | 0 |
| ABORTS Write | 0 |
+----------------+------------+
Histogram data will get updated every 5 mins

この例は、5分ごとにイニシエータ識別子 0xee008eとターゲット識別子 0xe80b22の IOPS、
ECT、DAL、エラーなどのメトリックの詳細を含むヒストグラムを表示する方法を示していま
す。

switch# ShowAnalytics --histogram --initiator-it --initiator 0xee008e --target 0xe80b22 --interval 5 --metric IOPS,ECT,DAL,ERRORS

Data collected at : Wed, 25 May 2022 16:20:12 +0530

+----------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+
| | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 | 25-05-2022 |
25-05-2022 |
| Metric | 16:15:22 | 16:10:21 | 16:05:19 | 16:00:18 | 15:55:18 | 15:50:17 | 15:45:16 | 15:40:15 | 15:35:14 |
15:30:13 |
+----------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+
| IOPS Read | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 |
0 |
| IOPS Write | 138 | 104 | 50 | 135 | 68 | 74 | 89 | 95 | 142 |
106 |
| ECT Read | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns |
| ECT Write | 28.2 ms | 27.8 ms | 28.3 ms | 28.0 ms | 28.0 ms | 28.0 ms | 27.9 ms | 28.2 ms | 27.7 ms | 28.1
ms |
| DAL Read | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0 ns | 0
ns |
| DAL Write | 13.7 ms | 13.6 ms | 13.8 ms | 13.7 ms | 13.7 ms | 13.7 ms | 13.7 ms | 13.7 ms | 13.6 ms | 13.7
ms |
| FAILURES Read | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 |
0 |
| FAILURES Write | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 |
0 |
| ABORTS Read | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 |
0 |
| ABORTS Write | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 |
0 |
+----------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+------------+

この例は、イニシエータ識別子 0xee008eおよびターゲット識別子 0xe80b22のヒストグラム
を、リフレッシュ時間 120分で表示する方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --histogram --initiator-it --initiator 0xee008e --target 0xe80b22 --interval 120

Starting histogram monitor session
Session ID: 21352
+----------------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 16:21:29 |
+----------------+------------+
| IOPS Read | 0 |
| IOPS Write | 84 |
| ECT Read | 0 ns |
| ECT Write | 28.1 ms |
| DAL Read | 0 ns |
| DAL Write | 13.7 ms |
| FAILURES Read | 0 |
| FAILURES Write | 0 |
| ABORTS Read | 0 |
| ABORTS Write | 0 |
+----------------+------------+
Histogram data will get updated every 120 mins

この例は、イニシエータ識別子 0xee008eおよびターゲット識別子 0xe80b22の ECTや DALな
どのメトリックの詳細を含むヒストグラムを 5分ごとに表示する方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --histogram --initiator-it --initiator 0xee008e --target 0xe80b22 --metric ECT,DAL

Starting histogram monitor session
Session ID: 22073
+-----------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 16:22:35 |
+-----------+------------+
| ECT Read | 0 ns |
| ECT Write | 28.1 ms |
| DAL Read | 0 ns |
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| DAL Write | 13.7 ms |
+-----------+------------+
Histogram data will get updated every 5 mins

この例は、イニシエータ識別子 0xee008eのヒストグラムを 5分ごとに表示する方法を示して
います。

switch# ShowAnalytics --histogram --initiator 0xee008e

Starting histogram monitor session
Session ID: 23254
+----------------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 16:24:10 |
+----------------+------------+
| IOPS Read | 0 |
| IOPS Write | 124 |
| ECT Read | 0 ns |
| ECT Write | 28.2 ms |
| DAL Read | 0 ns |
| DAL Write | 13.8 ms |
| FAILURES Read | 0 |
| FAILURES Write | 0 |
| ABORTS Read | 0 |
| ABORTS Write | 0 |
+----------------+------------+
Histogram data will get updated every 5 mins

この例は、ターゲット 0xc804e3のヒストグラムを 5分ごとに表示する方法を示しています。

switch# ShowAnalytics --histogram --target 0xc804e3

Starting histogram monitor session
Session ID: 24003
+----------------+------------+
| | 25-05-2022 |
| Metric | 16:25:07 |
+----------------+------------+
| IOPS Read | 0 |
| IOPS Write | 3939 |
| ECT Read | 0 ns |
| ECT Write | 23.3 ms |
| DAL Read | 0 ns |
| DAL Write | 10.7 ms |
| FAILURES Read | 0 |
| FAILURES Write | 30429 |
| ABORTS Read | 0 |
| ABORTS Write | 0 |
+----------------+------------+
Histogram data will get updated every 5 mins

フローごとの輻輳ドロップの表示
SANアナリティクス機能では、フローごとのパケットタイムアウトドロップ数が表示されま
す。ポートのタイムスタンプとともにドロップされたパケットの数が表示されます。

フローごとのパケットドロップ数を表示するには、次のコマンドを実行します。

switch# show analytics flow congestion-drops

例：フローごとの輻輳ドロップの表示

この例は、輻輳が原因でフレームがドロップされるフローを示しています。送信元と宛先の

FCID、ITペアの差分フレームドロップ数、ドロップのタイムスタンプが表示されます。

switch# show analytics flow congestion-drops

|=====================================================================================|
| Source |Destination | Congestion | Timestamp |
| INTF | VSAN | FCID | FCID | Drops(delta) | |
|=====================================================================================|
| fc2/13| 0002 | 0x9900E1 | 0x640000 | 00000105 | 1. 09/13/17 11:09:48.762 |
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| fc2/13| 0002 | 0x9900E1 | 0x640000 | 00000002 | 2. 09/13/17 09:05:39.527 |
| fc2/13| 0002 | 0x990000 | 0x640020 | 00000002 | 3. 09/13/17 09:05:39.527 |
|=====================================================================================|
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000084 | 1. 09/12/17 08:17:11.905 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000076 | 2. 09/12/17 05:50:37.721 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000067 | 3. 09/12/17 03:24:03.319 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000088 | 4. 09/12/17 00:57:28.019 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000088 | 5. 09/11/17 22:30:53.723 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000086 | 6. 09/11/17 20:04:18.001 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000026 | 7. 09/11/17 17:37:24.273 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000076 | 8. 09/11/17 15:10:50.240 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000074 | 9. 09/11/17 12:44:15.866 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000087 |10. 09/11/17 10:17:41.402 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000086 |11. 09/11/17 07:51:10.412 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000084 |12. 09/11/17 05:24:35.981 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000083 |13. 09/11/17 02:58:01.067 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000086 |14. 09/11/17 00:31:26.709 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000079 |15. 09/10/17 22:04:51.399 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000084 |16. 09/10/17 19:38:17.217 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000082 |17. 09/10/17 17:11:42.594 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000086 |18. 09/10/17 14:44:52.786 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000089 |19. 09/10/17 12:18:18.394 |
| fc2/31| 0002 | 0x640000 | 0x9900E1 | 00000087 |20. 09/10/17 09:51:44.067 |
|=====================================================================================|

SANアナリティクスの確認
次に、SANアナリティクス機能が有効になっているインターフェイスのリストの例を示しま
す。

switch# show running-config analytics

!Command: show running-config analytics
!Running configuration last done at: Mon Apr 1 05:27:54 2019
!Time: Mon Apr 1 05:28:42 2019

version 8.4(0)SK(1)
feature analytics
analytics port-sampling module 4 size 12 interval 30

analytics query "select all from fc-scsi.scsi_target_itl_flow" name VI_scsi type periodic
interval 30 differential clear
analytics query "select all from fc-nvme.nvme_target_itn_flow" name nvme-184 type periodic
interval 30 differential clear

interface fc4/25
analytics type fc-scsi

interface fc4/26
analytics type fc-nvme

interface fc12/44
analytics type fc-scsi
analytics type fc-nvme
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次に、スイッチにインストールされている設定済みのプッシュクエリのリストの例を示しま

す。

switch# show analytics query all
Total queries:2
============================
Query Name :VI_scsi
Query String :select all from fc-scsi.scsi_target_itl_flow
Query Type :periodic, interval 30
Query Options :differential clear

Query Name :nvme-184
Query String :select all from fc-nvme.nvme_target_itn_flow
Query Type :periodic, interval 30
Query Options :differential clear

次に、モジュールごとの NPUの負荷、ITL、および ITNカウントを表示する例を示します。

switch# show analytics system-load
n/a - not applicable
----------------------------------- Analytics System Load Info -------------------------------
| Module | NPU Load (in %) | ITLs ITNs Both | Hosts | Targets |
| | SCSI NVMe Total | SCSI NVMe Total | SCSI NVMe Total | SCSI NVMe Total |
----------------------------------------------------------------------------------------------
| 1 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 |
| 4 | 64 0 64 | 20743 0 20743 | 0 0 0 | 346 0 346 |
| 5 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 |
| 8 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 |
| 12 | 0 12 12 | 0 300 300 | 0 0 0 | 0 40 40 |
| 13 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 | 0 0 0 |
| 18 | 0 13 13 | 1 1 2 | 1 1 2 | 0 0 0 |
| Total | n/a n/a n/a | 20744 301 21045 | 1 1 2 | 346 40 386 |

As of Mon Apr 1 05:31:10 2019

show analytics system-loadコマンドは、アクティブおよび非アクティブの ITLカウントを含
む、すべての ITLカウントに基づいたシステム負荷情報を提供します。したがって、purge
analytics query「query_string」コマンドを使用して非アクティブな ITLカウントを削除してか
ら、このコマンドを実行してアクティブな ITLカウントを取得することをお勧めします。

（注）

この例では、すべてのアクティブモジュールの NPU負荷、ITL、および ITNを表示します。

switch# ShowAnalytics --systemload-active

This will run differential query on scsi_initiator_itl_flow, scsi_target_itl_flow,
nvme_initiator_itn_flow, nvme_target_itn_flow, scsi_initiator, scsi_target,
nvme_initiator and nvme_target or use the result of installed query if present
Do you want to continue [Yes|No]? [n]y

Data collected at : Wed, 25 May 2022 16:29:24 +0530

Using result of installed queries: dcnmtgtITN,dcnmtgtITL

+--------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
| Module | ITL/N Count | Initiators | Targets |
| | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total |
+--------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
| 1 | 5571 | 0 | 5571 | 2 | 0 | 2 | 55 | 0 | 55 |
| 2 | 14904 | 1 | 14905 | 191 | 1 | 192 | 191 | 0 | 191 |
| 3 | 7588 | 0 | 7588 | 128 | 0 | 128 | 128 | 0 | 128 |
| 5 | 0 | 0 | 0 | 56 | 0 | 56 | 0 | 0 | 0 |
| 12 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 0 | 1 | 1 |
| Total | 28063 | 1 | 28064 | 377 | 1 | 378 | 374 | 1 | 375 |
+--------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
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この例では、特定のアクティブモジュールの NPU負荷、ITL、および ITNの詳細を表示しま
す。

switch# ShowAnalytics --systemload-active --module 1 --detail

This will run differential query on scsi_initiator_itl_flow, scsi_target_itl_flow,
nvme_initiator_itn_flow, nvme_target_itn_flow, scsi_initiator, scsi_target,
nvme_initiator and nvme_target or use the result of installed query if present
Do you want to continue [Yes|No]? [n]y

Data collected at : Wed, 25 May 2022 16:35:35 +0530

Using result of installed queries: dcnmtgtITN,dcnmtgtITL

+--------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
| Module | ITL/N Count | Initiators | Targets |
| | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total |
+--------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
| 1 | 5571 | 0 | 5571 | 2 | 0 | 2 | 55 | 0 | 55 |
| Total | 5571 | 0 | 5571 | 2 | 0 | 2 | 55 | 0 | 55 |
+--------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+

Detailed output for DS-X9748-3072K9 modules
Module : 1
+-----------------------------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
| Ports | ITL/N Count | Initiators | Targets |
| | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total | SCSI | NVMe | Total |
+-----------------------------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+
| fc1/1,fc1/3,fc1/5,fc1/7 | 186 | 0 | 186 | 0 | 0 | 0 | 2 | 0 | 2 |
| fc1/2,fc1/4,fc1/6,fc1/8 | 186 | 0 | 186 | 0 | 0 | 0 | 2 | 0 | 2 |
| fc1/9,fc1/11,fc1/13,fc1/15 | 185 | 0 | 185 | 0 | 0 | 0 | 2 | 0 | 2 |
| fc1/10,fc1/12,fc1/14,fc1/16 | 93 | 0 | 93 | 0 | 0 | 0 | 1 | 0 | 1 |
| fc1/17,fc1/19,fc1/21,fc1/23 | 186 | 0 | 186 | 0 | 0 | 0 | 2 | 0 | 2 |
| fc1/18,fc1/20,fc1/22,fc1/24 | 186 | 0 | 186 | 0 | 0 | 0 | 2 | 0 | 2 |
| fc1/25,fc1/27,fc1/29,fc1/31 | 171 | 0 | 171 | 2 | 0 | 2 | 0 | 0 | 0 |
| fc1/33,fc1/35,fc1/37,fc1/39 | 2188 | 0 | 2188 | 0 | 0 | 0 | 22 | 0 | 22 |
| fc1/34,fc1/36,fc1/38,fc1/40 | 2190 | 0 | 2190 | 0 | 0 | 0 | 22 | 0 | 22 |
| Total | 5571 | 0 | 5571 | 2 | 0 | 2 | 55 | 0 | 55 |
+-----------------------------+--------+--------+---------+------+------+-------+-------+-------+--------+

次に、ポートサンプリングステータスと瞬間的な NPUの負荷を確認する例を示します。

switch# show analytics port-sampling module 1
Sampling Window Size: 12
Rotation Interval: 30
NPU LOAD : 64% [SCSI 64%, NVMe 0%]
========================================================================
Port Monitored Start Time Monitored End Time

========================================================================
fc4/25 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/26 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/27 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/28 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/29 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/30 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/31 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/32 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/33 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/34 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/35 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/36 04/01/19 - 05:25:29 04/01/19 - 05:25:59
fc4/37* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/38* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/39* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/40* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/41* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/42* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/43* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/44* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/45* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/46* 04/01/19 - 05:25:59 -
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fc4/47* 04/01/19 - 05:25:59 -
fc4/48* 04/01/19 - 05:25:59 -

========================================================================
! - Denotes port is link down but analytics enabled.
* - Denotes port in active analytics port sampling window.

ポートの横にあるアスタリスク記号（*）は、そのポートが現在サンプリングされていること
を示しています。

次に、すでに設定されているプッシュクエリの出力の例を示します。

switch# show analytics query name iniitl result
{ "values": {

"1": {
"port": "fc1/6",
"vsan": "10",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xe800a0",
"target_id": "0xd601e0",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "7",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1008608573",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "370765952314",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "52084968152",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "2065630357504",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "16171468343166",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "1008608566",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "2065630343168",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "16070",
"peak_write_io_rate": "32468",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "32912384",
"peak_write_io_bandwidth": "66494976",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "2048",
"write_io_size_max": "2048",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "111",
"write_io_completion_time_max": "9166",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "36",
"write_io_initiation_time_max": "3265",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "100",
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"write_io_inter_gap_time_max": "1094718",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "23",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1529993232",
"sampling_end_time": "1529993260"

},
"2": {

"port": "fc1/6",
"vsan": "10",
"app_id": "255",
"initiator_id": "0xe800a1",
"target_id": "0xd601e1",
"lun": "0000-0000-0000-0000",
"active_io_read_count": "0",
"active_io_write_count": "8",
"total_read_io_count": "0",
"total_write_io_count": "1004271260",
"total_seq_read_io_count": "0",
"total_seq_write_io_count": "1",
"total_read_io_time": "0",
"total_write_io_time": "370004164726",
"total_read_io_initiation_time": "0",
"total_write_io_initiation_time": "51858511487",
"total_read_io_bytes": "0",
"total_write_io_bytes": "2056747540480",
"total_read_io_inter_gap_time": "0",
"total_write_io_inter_gap_time": "16136686881766",
"total_time_metric_based_read_io_count": "0",
"total_time_metric_based_write_io_count": "1004271252",
"total_time_metric_based_read_io_bytes": "0",
"total_time_metric_based_write_io_bytes": "2056747524096",
"read_io_rate": "0",
"peak_read_io_rate": "0",
"write_io_rate": "16065",
"peak_write_io_rate": "16194",
"read_io_bandwidth": "0",
"peak_read_io_bandwidth": "0",
"write_io_bandwidth": "32901632",
"peak_write_io_bandwidth": "33165824",
"read_io_size_min": "0",
"read_io_size_max": "0",
"write_io_size_min": "2048",
"write_io_size_max": "2048",
"read_io_completion_time_min": "0",
"read_io_completion_time_max": "0",
"write_io_completion_time_min": "114",
"write_io_completion_time_max": "9019",
"read_io_initiation_time_min": "0",
"read_io_initiation_time_max": "0",
"write_io_initiation_time_min": "37",
"write_io_initiation_time_max": "3158",
"read_io_inter_gap_time_min": "0",
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"read_io_inter_gap_time_max": "0",
"write_io_inter_gap_time_min": "101",
"write_io_inter_gap_time_max": "869035",
"peak_active_io_read_count": "0",
"peak_active_io_write_count": "19",
"read_io_aborts": "0",
"write_io_aborts": "0",
"read_io_failures": "0",
"write_io_failures": "0",
"read_io_scsi_check_condition_count": "0",
"write_io_scsi_check_condition_count": "0",
"read_io_scsi_busy_count": "0",
"write_io_scsi_busy_count": "0",
"read_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"write_io_scsi_reservation_conflict_count": "0",
"read_io_scsi_queue_full_count": "0",
"write_io_scsi_queue_full_count": "0",
"sampling_start_time": "1529993232",
"sampling_end_time": "1529993260"

}
}}

これらのクエリの出力は JSON形式です。（注）

この例は、fc-scsi分析タイプでサポートされているビューインスタンスのリストを示していま
す。

switch# show analytics schema fc-scsi views

fc-scsi db schema tables:
port
logical_port
app
scsi_target
scsi_initiator
scsi_target_app
scsi_initiator_app
scsi_target_tl_flow
scsi_target_it_flow
scsi_initiator_it_flow
scsi_target_itl_flow
scsi_initiator_itl_flow
scsi_target_io
scsi_initiator_io

この例は、fc-nvme分析タイプでサポートされているビューインスタンスのリストを示してい
ます。

switch# show analytics schema fc-nvme views

fc-nvme db schema tables:
port
logical_port
app
nvme_target
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nvme_initiator
nvme_target_app
nvme_initiator_app
nvme_target_tn_flow
nvme_target_it_flow
nvme_initiator_it_flow
nvme_target_itn_flow
nvme_initiator_itn_flow
nvme_target_io
nvme_initiator_io

この例は、fc-scsi.portビューインスタンスでサポートされているフローメトリックのリストを
示しています。

出力の exceed_countカウンタは、将来の Cisco MDS NX-OSリリースでサポートされる予定で
す。

（注）

switch# show analytics schema fc-scsi view-instance port

fc-scsi.port table schema columns:
*port
scsi_target_count
scsi_initiator_count
io_app_count
logical_port_count
scsi_target_app_count
scsi_initiator_app_count
active_io_read_count
active_io_write_count
scsi_target_it_flow_count
scsi_initiator_it_flow_count
scsi_target_itl_flow_count
scsi_initiator_itl_flow_count
scsi_target_tl_flow_count
total_abts_count
total_read_io_count
total_write_io_count
total_seq_read_io_count
total_seq_write_io_count
total_read_io_time
total_write_io_time
total_read_io_initiation_time
total_write_io_initiation_time
total_read_io_bytes
total_write_io_bytes
total_read_io_inter_gap_time
total_write_io_inter_gap_time
total_time_metric_based_read_io_count
total_time_metric_based_write_io_count
total_time_metric_based_read_io_bytes
total_time_metric_based_write_io_bytes
read_io_rate
peak_read_io_rate
write_io_rate
peak_write_io_rate
read_io_bandwidth
peak_read_io_bandwidth
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write_io_bandwidth
peak_write_io_bandwidth
read_io_size_min
read_io_size_max
write_io_size_min
write_io_size_max
read_io_completion_time_min
read_io_completion_time_max
write_io_completion_time_min
write_io_completion_time_max
read_io_initiation_time_min
read_io_initiation_time_max
write_io_initiation_time_min
write_io_initiation_time_max
read_io_inter_gap_time_min
read_io_inter_gap_time_max
write_io_inter_gap_time_min
write_io_inter_gap_time_max
peak_active_io_read_count
peak_active_io_write_count
read_io_aborts
write_io_aborts
read_io_failures
write_io_failures
read_io_timeouts
write_io_timeouts
read_io_scsi_check_condition_count
write_io_scsi_check_condition_count
read_io_scsi_busy_count
write_io_scsi_busy_count
read_io_scsi_reservation_conflict_count
write_io_scsi_reservation_conflict_count
read_io_scsi_queue_full_count
write_io_scsi_queue_full_count
read_io_rate_exceed_count
write_io_rate_exceed_count
read_io_bandwidth_exceed_count
write_io_bandwidth_exceed_count
read_io_size_min_exceed_count
read_io_size_max_exceed_count
write_io_size_min_exceed_count
write_io_size_max_exceed_count
read_io_initiation_time_min_exceed_count
read_io_initiation_time_max_exceed_count
write_io_initiation_time_min_exceed_count
write_io_initiation_time_max_exceed_count
read_io_completion_time_min_exceed_count
read_io_completion_time_max_exceed_count
write_io_completion_time_min_exceed_count
write_io_completion_time_max_exceed_count
read_io_inter_gap_time_min_exceed_count
read_io_inter_gap_time_max_exceed_count
write_io_inter_gap_time_min_exceed_count
write_io_inter_gap_time_max_exceed_count
read_io_abort_exceed_count
write_io_abort_exceed_count
read_io_failure_exceed_count
write_io_failure_exceed_count
sampling_start_time
sampling_end_time

(* - indicates the metric is a 'key' for the table)
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この例は、fc-nvme.portビューインスタンスでサポートされているフローメトリックのリスト
を示しています。

出力の exceed_countカウンタは、将来の Cisco MDS NX-OSリリースでサポートされる予定で
す。

（注）

switch# show analytics schema fc-nvme view-instance port

fc-nvme.port table schema columns:
*port
nvme_target_count
nvme_initiator_count
io_app_count
logical_port_count
nvme_target_app_count
nvme_initiator_app_count
active_io_read_count
active_io_write_count
nvme_target_it_flow_count
nvme_initiator_it_flow_count
nvme_target_itn_flow_count
nvme_initiator_itn_flow_count
nvme_target_tn_flow_count
total_abts_count
total_read_io_count
total_write_io_count
total_seq_read_io_count
total_seq_write_io_count
total_read_io_time
total_write_io_time
total_read_io_initiation_time
total_write_io_initiation_time
total_read_io_bytes
total_write_io_bytes
total_read_io_inter_gap_time
total_write_io_inter_gap_time
total_time_metric_based_read_io_count
total_time_metric_based_write_io_count
total_time_metric_based_read_io_bytes
total_time_metric_based_write_io_bytes
read_io_rate
peak_read_io_rate
write_io_rate
peak_write_io_rate
read_io_bandwidth
peak_read_io_bandwidth
write_io_bandwidth
peak_write_io_bandwidth
read_io_size_min
read_io_size_max
write_io_size_min
write_io_size_max
read_io_completion_time_min
read_io_completion_time_max
write_io_completion_time_min
write_io_completion_time_max
read_io_initiation_time_min
read_io_initiation_time_max
write_io_initiation_time_min

SANアナリティクスの設定
101

SANアナリティクスの設定

SANアナリティクスの確認



write_io_initiation_time_max
read_io_inter_gap_time_min
read_io_inter_gap_time_max
write_io_inter_gap_time_min
write_io_inter_gap_time_max
peak_active_io_read_count
peak_active_io_write_count
read_io_aborts
write_io_aborts
read_io_failures
write_io_failures
read_io_timeouts
write_io_timeouts
read_io_nvme_lba_out_of_range_count
write_io_nvme_lba_out_of_range_count
read_io_nvme_ns_not_ready_count
write_io_nvme_ns_not_ready_count
read_io_nvme_reservation_conflict_count
write_io_nvme_reservation_conflict_count
read_io_nvme_capacity_exceeded_count
write_io_nvme_capacity_exceeded_count
read_io_rate_exceed_count
write_io_rate_exceed_count
read_io_bandwidth_exceed_count
write_io_bandwidth_exceed_count
read_io_size_min_exceed_count
read_io_size_max_exceed_count
write_io_size_min_exceed_count
write_io_size_max_exceed_count
read_io_initiation_time_min_exceed_count
read_io_initiation_time_max_exceed_count
write_io_initiation_time_min_exceed_count
write_io_initiation_time_max_exceed_count
read_io_completion_time_min_exceed_count
read_io_completion_time_max_exceed_count
write_io_completion_time_min_exceed_count
write_io_completion_time_max_exceed_count
read_io_inter_gap_time_min_exceed_count
read_io_inter_gap_time_max_exceed_count
write_io_inter_gap_time_min_exceed_count
write_io_inter_gap_time_max_exceed_count
read_io_abort_exceed_count
write_io_abort_exceed_count
read_io_failure_exceed_count
write_io_failure_exceed_count
sampling_start_time
sampling_end_time

(* - indicates the metric is a 'key' for the table)

SAN Analyticsのトラブルシューティング
ASICの問題により、交換への応答が別のリンクで受信された場合、ITOテーブルがフラッシュ
されない可能性があります（ポートチャネルフラップまたはそのようなまれなケースのた

め）。このイベント自体は分析に影響しません。ただし、これが多数の ITLで発生し、ファブ
リックに多くのチャーンがある場合（ITOテーブルヒットを持つ ITLが静かになり、新しい
ITLセットがファブリックでアクティブになっているなど）、スケールは影響を受ける可能性
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があります。スケール制限を超えると、AMCでエラーが発生する可能性があります。64Gモ
ジュールおよびスイッチでは、AlertMgrCollector（AMC）を介して分析が収集されます。

AMCリセット機能は、ASIC分析のみをリセットすることにより、分析の中断のない回復を提
供します。analytics reset module <module-number>コマンドを使用して、ラインカードのAMC
をリセットできます。スケールの制限の詳細については、Cisco MDS NX-OSの構成の制限、リ

リース 9.xを参照してください。

このコマンドは、AMCモジュールのみをリセットし、テーブル内のすべてのエントリをフラッ
シュし、AMCを ITO_HIT_ON_CMDから回復します。

例：

switch # analytics reset module 6
switch # 2022 Jun 15 12:24:48 sw184-9706
%ANALYTICS_LC_MGR-SLOT6-5-ANALYTICS_LC_MGR_RESET_SUCCESS:
Analytics reset successful on module 6

リセットが成功すると、次の syslogが表示されます。
switch# 2022 Mar 13 22:35:54 switch

%ANALYTICS_LC_MGR-SLOT6-5-ANALYTICS_LC_MGR_RESET_SUCCESS: Reset of Analytics
engine

succeeded.

リセットに失敗すると、次の syslogが表示されます。
switch# 2022 Mar 13 22:35:54 switch

%ANALYTICS_LC_MGR-SLOT6-3-ANALYTICS_LC_MGR_RESET_FAILURE: Reset of Analytics
engine

failed

失敗した syslogが表示された場合は、テクニカルサポートを収集し、回復のためにモジュー
ルをリロードします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
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